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～前世と来世の幼なじみをデレさせることになった俺～
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プロローグ







『……いいんです。ハイネは、ルミナさまの胸の中で逝いけるのでしたら、それで満足です……』

　そんな声を聞いて、俺おれの意識はかすかに覚かく醒せいした。

　寝ボケた目で声の発信源を見つめる。

　ヌイグルミである。

　たしか、昨日の夜に『これをハイネだと思って大事にしてください～！』とハイネが言ってきたので、あいつが部屋から出ていった後で、即座にゴミ箱に投棄したものだった。

　見た目はハイネそっくりなんだが、

『──なんて！　ビックリしちゃいました!?』

　ガバっと。

　ヌイグルミが立ちあがった。

『朝からハイネがルミナさまの胸の中で天に召される感動的なシーンとかイメージしちゃいました？　えへへ、この人形には目覚まし機能が仕込まれていて、なんとハイネがふきこんだ声を再生できるんですよ～！　あっ、おはようございます、ルミナさま♡　ごはんにします？　お風呂にします？　それとも、ハイネ──』

　迷うことなく、俺おれは昨日ゴミ箱に投棄した倍以上の強さでヌイグルミを壁にスローイングした。

　訂正。

　見た目どころか中身まであいつにそっくりだ。

『ううっ、ひどいです～、ハイネにそっくりなヌイグルミを壁に叩たたきつけるなんて～！』

「………」

　しかも嫌すぎることに、どうやら音声をふきこんだどっかのアホエルフは俺の行動を予測してたらしい。

　その証拠にハイネそっくりのヌイグルミは『えへへ、ルミナさまー』と激突の衝撃で頭から綿が飛び出した状態で、復活。

　ずりずりとゾンビよろしくこちらにすり寄ってきた。

　かったるいことこの上ないので、いつもならガン無視を決めこむんだが、なんだか放ほうっておくのも怖いので、俺はヌイグルミを拾ってキッチンの冷蔵庫に放りこんで、魔法で鍵かぎをかけた。

　これでよし。

　いや、冷蔵庫のドアが中からドンドンとノックされててかなりホラーなんだが、今は眠くて──。




「……むにゃ」




「………」

　待て。

　なんだ、今の声？

　二度寝しようとベッドに戻ったところで意識がわずかに活性化。

　今にも睡魔にノックアウト負けしそうなまぶたをこじ開けると、なんと俺の真横に毛布にくるまった固まりが。

　さっきの声の発信源はここらしいが……なんだ。

　ハイネか。

　俺の生徒兼アシスタントで見た目だけはとびきり可愛かわいいあのアホエルフは、ときどき俺の部屋に忍びこんでくる。

　あいつ曰いわく、




『ハイネはルミナさまの嫁です～！』




　とのこと。

　で、ハイネは隙すきがあれば俺おれの部屋に入り浸るようになった。

　料理を振る舞ったり、同どう衾きんしようとしたり、混浴しようとしたり……正妻気取りでこっちの日常をずぶずぶ侵食してくるわけである。

　なので、今回もきっと魔法か何かで鍵かぎを開けて忍びこんできたんだろう。

「──ま、いいか」

　とりあえずスルーして、夢の世界に旅立つことにする。

　かったるい。

　それが俺の口癖だ。賛同できないってヤツがいたら今すぐ休みをとって南の島にでもバカンスに行け。現代人はいつだって働き過ぎなのだ。

　俺のモットーはいつだって省エネ。そんな新型車のテレビＣＭのキャッチコピーのようなノリが、ルミナ・ナインフィールドの生き方で──。

「……ぎゅっ」

　だが、まぶたをつむった瞬間、まるで甘えるように横にいたハイネが俺の腕に抱きついてきて……ん？

　なんか、感触がおかしいような。

　ハイネは女神なだけあって、そのプロポーションはまさに神ってる。

　その理由の一つが、豊満な胸。

　脳に行くはずだったカロリーをこれでもかと貯ため込んだみたいなバスト。何度か胸むね枕まくらされたからわかる。

　ハイネの胸は、今俺の腕に当たっている感触ほどつつましかったか？

「……ちゅっ」

「！」

　考えこんでいたら、非常に心臓に悪い音が耳元でした。

　反射的にまぶたをこじ開けたくなったが、全力で制止。

　クールクールクール。ここでまぶたを開店させたらもう二度寝どころじゃない気がする。現実を直視したくねえ。

　ていうか、なんか耳たぶにあったかくてやわらかい感触が当たって……！

「……はむっ」

「!?」

　必死にクールになろうとしてるにもかかわらず、耳元の違和感は大胆さを増していく。

　何かが俺の耳たぶを甘あま嚙がみしてきた。そのままがじがじとくすぐったい程度に歯を立てた後、おずおずとした調子で温かい舌先を這はわせてきた。

　………。

　えっと、なにこれ？

　とりあえず、今隣にいるのはハイネじゃない。

　あのアホエルフにこんなマネができるとは思えん。ハイネもベクトル的には同じなんだが、あいつはもっとストレート。大声で俺おれの名前を叫びながら抱きついてきて、間違いなく口唇くちびるを奪ってくると思う。嫁宣言された本人が言ってんだから間違いないさ。

　じゃあ、隣にいるのは誰だ？

「………」

　数秒だけ脳ミソを働かせた後、俺は決めた。

　とりあえず、今は寝よう。

　俺の隣にいる誰かさんは今も耳たぶへの攻撃を続行中なんだが……正直、かったるい。

　なので、今度は考え方のベクトルを変えよう。

　きっと俺は夢を見ているんだろう。だとしたらこの頭のおかしい状況もうなずける。思えば冒頭のヌイグルミの時点から割と常軌を逸していたんだ。

　だから、目指す方向としては、逆。

　夢の世界に行くのではなく、早く現実の世界に帰還しなくちゃいけない。

「……んっしょ」

　だがしかし、必死の抵抗を試みる俺の脳細胞たちをあざわらうように、隣にいた誰かが馬乗りになってきた。

「……えへへ」

　うれしそうな笑い声とともに、ゆっくりと。

　おずおずとした手つきで、俺のシャツのボタンが上から一つずつ外されていって……。

「──いや、おまえ、何してるんだ？」

　さすがに限界なので、まぶたを開ける。

　すると、ふさふさとした毛におおわれた猫耳を持った少女が視界に入った。

　きりっとした目つきに、綺き麗れいに切りそろえられたミドルカットヘア。

　ジルベット・セブンスター。

　異世界クエスタニアで最強と呼ばれた剣士が、そこにいた。

　様々な事情があってコイツは俺の生徒になったんだが、今はそんなことを思い出してる場合じゃない。

「ジルベット。何してるんだ？」

「ルミナの服を脱がしてる」

「そうか。わかった。そのまま続けてくれ。そして、なるべく早く脱がした俺のシャツを着るんだ」

「？　どうして？」

「おまえが何も服を着てないからだろうが!?」

　つい反射的に目を逸そらしながらも、俺おれはなぜか何も身に着けていないジルベットに叫んだ。

　うわあああなんだこの状況！

　なんで俺は朝っぱらから全裸の教え子にマウント取られてんの!?

「あっ、忘れてた」

「服をか？」

「ううん、あいさつ。ぐっもーにん、ルミナ」

「もっと忘れちゃいけないことがあるだろ！　ブラとか！　パンツとか！　一般人としての常識とか！」

「……可愛かわいく挨あい拶さつしたのに」

「おまえは可愛ければなんでも許されると思ってるのか!?」

　たしかにジルベットはメチャクチャ可愛い。

　剣士として鍛えてたからなのか、きゅっとくびれたウェスト。

　ハイネほどじゃないが、しっかり発育したバスト。

　そして、その先端にある桜色の……。

「……あぅ。そんなに見ちゃ、だめ」

　恥ずかしそうに言ってから、ジルベットは両手の掌てのひらで胸を押さえた。

　……コイツ、狙ねらってやってるんじゃないだろうな？

　ポージングがグラビアアイドルみたいですっげえ可愛い……違う、そうじゃない、見み惚ほれてる場合じゃねえ。

「答えろ。なんでおまえが俺の部屋にいる？」

「それは……」

　再び、恥ずかしそうにジルベットは赤面してから。




「……お礼が、したかったから」




「───」

　瞬間、俺はすべてを理解した。

　つい三週間ほど前、ジルベットはとある事件を起こした。

　簡潔に言うなら、俺がそのときジルベットを助け、おかげでこの冥めい界かいを取り仕切る管理官だったコイツは俺の生徒になった。それまで俺とジルベットの間にはちょっとした溝があったんだが、それも上う手まい感じに埋めることができた。

　ジルベットが言うお礼っていうのはその件についてなんだろうが、

「ジルベット。はっきり言うぞ。おまえ、誰かに『お世話になった人にお礼をするにはどうすればいい？』みたいな質問をして──」

「……ちゅーしよ、ルミナ？」

「ハイネだな!?　おまえに余計なことを吹きこんだのはあのアホエルフだな!?」

「ハイネ・タウゼントはクエスタニアでは慈愛と繁栄の女神って呼ばれたほどのエルフ。だから、とっても博識」

「だから、アドバイスを求めたんだな。そうしたら『ハイネなら添い寝してあげます！　セクシーな姿で！』とか言われたんだな」

「……むっ」

　ルミナはハイネのことに詳しい……となぜか頰ほほを膨らませるジルベットさん。

　どうやら正解だったっぽい。

　こっちだって伊だ達てに毎日毎日あいつの色ボケに突っこんでるわけじゃない。ある程度の受け答えなら予測できるのだ。嫌なことにね。

「で、おまえは俺おれに添い寝してたと？　ちなみに、俺の部屋の鍵かぎは？」

「閉まってた」

「知ってるよ！　閉めたのは俺だからな！」

「魔法で開けた。その後で……服を、脱いで、きれいに畳んで……こんなことするの、初めて。すごく緊張した」

「俺は現在進行形で緊張している」

「？　なんで？」

「はん。自分の胸に聞いてみたらどうだ……って、待て！　やめろ！　俺の前で自分の胸を揉もむのはやめろ！」

「もしかして、ルミナが緊張してるのは……ジルのせい？」

「ああ、そうだよ。おまえは自分が女の子だってことをもうちょい意識しろ」

「女の子……」

　ジルベットは「女の子……ルミナが、ジルを女の子って言ってくれた」と照れくさそうにはにかんだ。

　コイツは剣士としては優秀だが、女の子扱いされるのは慣れてないからうれしいのかもしれん。

　できれば俺のことも男の子扱いして、もうちょい警戒してくれると助かる。

「さあ、これでお礼は終わっただろ？　だったら、早く俺の上からどいて──」

「ううん、だめ」

「……待て。おまえ、ハイネに言われたことがまだあるな？」

「教えない。ハイネに詳しいルミナが自分で考えればいい。ぷんすか」

「いや、なんですねてるんだ？」

「ルミナは、ジルの先生。だから、ジルがぷんすかしてるのは、ルミナの日ごろの教育が悪いせい。だから──教えて？」

「………」

　この時点で、俺おれはハイネがジルベットに何を吹きこんだか理解できた。

　あの色ボケエルフのことだからとてもじゃないが紙面にかけないようなお礼の方法を教えたに違いない。

「ねえ、ルミナ。教えて？　教室じゃ、教えてくれないこと。じゃないとジル……いけない子になっちゃう、かも」

「まあ、とりあえずおまえにそんなベタなＡＶみたいなセリフをレクチャーしたアホエルフは一発殴るとして。もう十分だ。俺はおまえのお礼に満足したから」

「……ルミナは、ジルじゃイヤ？」

「うっ……」

　その声に、理性という名のストッパーが粉砕されかけた。

　透き通るようなソプラノ。

　できるならずっと聞いてたい、って思った人間は俺だけじゃないはずだ。




　なにせ、ジルベットの前世は──声優。




　月つき宮みや奈な々な。

　俺の生徒の一人である千雨ちさめが大ファンだった人気声優。

　現世で死んだときのショックで、ジルベットは月宮奈々だったときの記憶は持っていないが、それでも声だけは受け継がれてしまった。

　で、ここからが重要。

　千雨と同じく、俺もラノベ好きのオタクだったので、こういうアニメ声には割と惹ひかれてしまうというか……。

「目覚ましヌイグルミなら、この声の方がよかったしな」

「？　ヌイグルミ？」

「こっちの話だ。それより、これ以上心臓に悪いことをするのはやめろ」

「……大丈夫。心臓なら、ジルもドキドキしてる。……ほら」

「なっ……」

　あっという間に俺の右手を取ってから、なんとジルベットは自分の胸に軽く触れさせてきた。

「ふあっ」

　くすぐったかったのか、肌と肌が触れ合った瞬間、可愛かわいらしいアニメ声が響いた。

　その間にも、俺おれの掌てのひらには。

　ふにゅふにゅとしたジルベットの胸の感触が伝わってきて──。




「ルミナさま～！」




　部屋のドアが開いた。

　声の主は、金髪のエルフの少女──ハイネだ。

「えへへ。おはようございます……って、もう起きてますよね？　なにせハイネが昨晩ヌイグルミを置いていきましたから……あれ、冷蔵庫から何やらホラーな音が……きゃあああああハイネのヌイグルミが凍死寸前に!?　ル、ルミナさま！　いったいこれはどういう──」

　フリーズドライされながらもかろうじて動き続けるヌイグルミを持ったハイネが、寝室に飛びこんできた。

　そして、ベッドの上の光景を見た瞬間、本人もフリーズ。

　普段から俺の嫁だと散々自称しているコイツのことだからショックでぶっ倒れるんじゃないかと思ったが、そこは腐っても女神。












　驚異的な精神力で持ち直したらしく、震える声でジルベットに訊たずねる。

「あの、ジルベットさん？　そこで何をしてらっしゃるのですか？」

「お礼」

「どこの世界にそんなクレイジーなお礼の仕方があるんですか!?」

　教えたのはおまえだろうが。

「ジルはルミナが喜んでくれればそれでいい」

「たしかに、ハイネだってルミナさまが喜んでくれたらそれでいいですが……そんなはしたないマネをするなんて！」

　普段のおまえの方がよっぽどはしたないぞ。

「ずるいです！　こうなったら……！」

「待て、ハイネ。おまえ、何してる？」

「ふえ？　もちろん服を脱いで……きゃっ。もう、あんまりジロジロ見ないでください。ルミナさまの……えっち」

「むしろ俺おれはおまえの頭の中を見てみたいけどな!?」

　思考回路がショートしてるとしか思えん。

　恥ずかしがりつつも、ハイネは着ていた学園の制服を脱いで、真っ白な下着姿になってから。

「えへへ、ルミナさま♡」

「！」

　思いっきり、ベッドにダイブしてきた。

「ハイネ。何をしてるの？」

「ジルベットさんばっかりずるいです～！　ハイネも混ざります！　ハイネだってルミナさまにお礼がしたいです！　ルミナさまにはいつもお世話になってますから♡」

「……なあ、だったらまずは恩人の上からどいてくれないか？」

　ハイネの乱入によってジルベットのマウントは消滅。

　結果的に、二人の女の子が俺の上に寝そべる形になって──。




「……何をしているの？」




　そこで、新たな声が響いた。

　思わず視線を向けると、艶つややかな黒髪を持った少女が視界に入った。

　凛りんとしているが、まだ幼さが残る表情。

　華きや奢しやでスレンダーな体たい軀く。

　千ち桜ざくら千雨ちさめ。

　まるでハイネと真逆の容姿をした彼女は、ベッドの上の俺おれたちをただ静かに見つめていた。





　　◆◇◆◇◆






　授業を進める上で重要なのは、教える側と生徒の信頼関係だと思う。

　それが俺ことルミナ・ナインフィールドの持論だ。

　俺はこの冥めい界かいにある学園で、教師をしている。

　教えることは、異世界で生きる方法。

　俺が所属している管理局は現世で死んだ人間を異世界に転生させるための機関。

　生徒はこの学園では授業を受け、カリキュラムをこなし、転生許可証を取得しなければ、異世界に転生することはできない。

　なので、俺は千雨たちに授業をしているわけなのだが──。

「それでは、授業を始めます」

　いつもの教室。

　教師の俺でなく、千雨が教壇の上に立っていた。

　そう、朝の乱入事件の後。

　最後の乱入者であった千雨の手によって、俺たちは教室へと連行されたわけで。

「本日の授業は、この学園の風紀についてです」

「あっ、ルミナさま？　朝ゴハンがまだですよね？　ハイネ、お弁当を作ってきたのですが……」

「ジルも」

「なっ……ふふっ、やりますね、ジルベットさん。では、ここはルミナさまに審査員をしてもらってどっちのお弁当がおいしいか決めて──」

「わたしの話を聞いて！　どうしてわたしがこんなことをしてると思ってるの!?」

「どうして？」

「えっ……」

　俺の横に座ったジルベットの素直な質問に、千雨がたじろいだ。

　今はこうして生徒をしているが、ジルベットはこの学園の元教師だ。

　だから、千雨も反論しづらいのかもしれん。

「き、決まってるでしょ！　あなたたちが……先生に朝から……あんなことをしてたからで……っ」

　前言撤回。

　どうやらマジメな千雨ちさめはさきほどの光景を言語化したくなかったっぽい。

「と、とにかく！　わたしたちは先生の生徒。先生に、あんなことをするのは──」

「はい、ルミナさま。あーん♡」

「人の話を聞きなさいこのアホエルフ！」

「ア、アホとはなんですか！　ハイネはあなたのむごー!?」

　ハイネが差し出してきた玉子焼きを、俺おれは逆にハイネの口に突っこんだ。

　……危ねえ。いきなり何を口走ってんだコイツは。

「？　どうしたの、先生？」

「あー、急に生徒にお弁当をあーんってさせたくなって」

「不純なこと言わないで。先生は相変わらず性格がクズいわね」

「何なら、おまえも食べるか？」

「えっ……わたしは……」

「ルミナ。ジルにも、ちょうだい？」

「あっ！　ず、ずるい──じゃなくて！　わたしの前でそういうことをするのはやめなさい！」

　教壇をバンバン叩たたく千雨。前世で幼なじみであった俺にはわかる。コイツはマジメな性格だから教師と生徒がイチャついてるのが我慢できないんだろう。

　けれど、おかげでうまく話を逸そらせた。

　ハイネが言いかけたセリフ。

　それはずばり、千雨とハイネの関係性を表す言葉だ。

　同一人物。

　驚くべきことに、千雨はハイネの前世の姿かもしれないのだ。

　ハイネ曰いわく、ハイネは千雨の記憶をある程度持っているらしい。

　まあ、現世で暮らしてたころの記憶しか持ってないらしいが、それでもフツーはそんなことありえない。




　クエスタニアの伝承では、女神であるハイネ・タウゼントは数百年前に現れた。




　彼女は当時ではありえなかった優れた魔法を使い、広め、瞬く間に女神としてあがめられるようになったのだ。

　それが──何らかの事故で過去に転生してしまった千雨だとしたら説明が付く。

　だが、それゆえの問題もある。




　もし、千雨がエルフに転生するのを拒否したらどうなるか？




　答えは簡単、ハイネ・タウゼントは生まれない。そうなればクエスタニアの文明が発展せず、異世界の歴史が大きく変わってしまう。

　現世、冥めい界かい、クエスタニア。

　この三つの世界は寄り添うように存在している。

　管理官の仕事の一つは、現世で死んだ人間の魂を転生者としてクエスタニアに送ること。さらにクエスタニアで死んだものの魂を回収し、記憶を消去して、現世に転生させることなのだ。

　しかもこの冥界を仕切ってる管理官は、名のある転生者。

　クエスタニアで功績を残した転生者だけが、管理官になれる。歴代の管理官もそうだった。けれど、ハイネが生まれなかったせいでクエスタニアの歴史が変われば、ソイツらの存在もあやふやになり、結果的に冥界の歴史も変わってしまう。

　魂の循環サイクルを作る冥界がおかしくなれば、現世もおかしくなる。

　だからこそ、俺おれの仕事は一つ。




　千雨ちさめをエルフに転生させなければいけない。




　ただ……。

「ところで、千雨さん。この学園の風紀についての授業をするんですよね？　それってもしかして、保健体育的な……」

「なっ！」

「あれれ？　どうしたんですか、真っ赤になっちゃって」

「そ、そんなことない。それに、そんなふざけた授業をするわけが──」

「では、ハイネがティーチャーになります！　さあ、ルミナさま！　ハイネと一緒に愛の授業を～！」

「黙りなさいこのアホエルフ！　あなたを見てると、心の底から思うわ！　わたしは──エルフだけには転生したくない！」

　そう叫んでから、千雨はビシッとハイネを指さした。

　このザマである。

　未来の自分かもしれないハイネの影響で、千雨はエルフへの転生を頑かたくなに拒否しているのだった。

「落ちつけ。千雨はなんにでも転生できるくらい魔力量が多いし、魔法の才能も優れてる。だったらエルフも転生候補に──」

「そ、そうですよ！」

　千雨ちさめがエルフに転生しなければ自分が存在できないかもしれないと思ったのか、ハイネが叫んだ。

「ほら、千雨さんは隠れオタクでしょう？　エルフのヒロインに憧あこがれたりしていたのでは？」

「あなたがその憧れを木こつ端ぱ微み塵じんに破壊したの」

「うっ……で、ですが、あなたには目的があるはずです！　クエスタニアに行って、生き別れになった幼なじみさんを探すという！」

「それは……」

　そうね、と千雨はうなずいた。

　だが、千雨の目的は本人の知らないところで叶かなっちまってる。

　なぜなら、その幼なじみというのが俺おれだからだ。

　だが、千雨に真実を伝えるわけにはいかない。

　管理官は生徒に自分の正体──つまり、現世での名前を伝えてはいけないというルールがある。

　もし教師と前世で知り合いだとわかれば、何らかの油断や甘えが生まれてしまう。

　なので、管理局は教師の正体を生徒に明かすことを禁じた。

　もしバレれば記憶を消され、現世に転生させられてしまうのだ。

　さらに厄介なのは……。

「わたしはお兄ちゃんと絶対に再会する」

　千雨は、かなり真剣な表情で、俺に宣言する。

「だって、わたしはお兄ちゃんのことが大好きだもん」

「………」

「お兄ちゃんほどステキな男の子はいなかった。性格が絶望的にねじ曲がっていたせいかわたし以外の友だちはいなくて、オタクで、顔もパッとしなかったけど、わたしには優しかった！　そう、心はイケメンだったの！」

「へ、へえ……」

「お兄ちゃんはわたしが死ぬ二年前に事故で死んじゃったけど、きっとクエスタニアに転生してるはず！　オタクだから！　その証拠に、昔お兄ちゃんのベッドの下にあったえっちな同人誌を見つけて──」

　お願いだからもうやめてくれませんか千雨さん!?

　幼なじみ俺の秘密を暴露する千雨にそう叫んでやりたかったが、正体を知られるわけにはいかないのでスルーするしかない。

　まあ、たしかに、俺はオタクだったよ。

　でも、だからこそ千雨がここまで俺にホレてるのが理解できない。

　俺おれたちは幼なじみ。

　そして読書仲間で、新刊のラノベを持って身体からだが弱いせいで入院してた千雨ちさめの病室に通ってて……まあ、千雨もオタクだっていう共通点はあるけどさ。

「あっ、そういえば」

　ぽん、と。

　千雨は何かを思い出したように手を叩たたいた。

「ジルベットさんの声は、ななりんに似てる気がする」

「………っ！」

　ぴくんっと揺れる猫耳。

　ジルベットの表情は平静を保っていたが、そのシッポは落ち着きがない様子で、ふらふら。

　千雨は月つき宮みや奈な々なの大ファンだ。

　けれど、ジルベットは自分の正体を千雨にはバラそうとしない。

　コイツはもう管理官じゃないんだし、言っちまってもいい気がするんだが、本人曰いわく、




『…………恥ずかしい』




　とのこと。

　月宮奈々はかなり電波系のアニソンも歌ってたし、今ではクエスタニア最強の騎士と呼ばれているジルベットとしては葬りたい過去なんだろう。

「ねえ、ジルベットさん？　ななりんの歌を歌ってみてくれない？」

「……どうして？」

「お兄ちゃんはオタクだったの！　ななりんの歌は好みドストライク！　もしジルベットさんがクエスタニアに転生することになったら、ななりんソングを歌いながらクエスタニア中を歩けばお兄ちゃんが見つかるかも！」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……」

「お願い。これは真剣なことなの。試しにわたしがななりんの曲を歌ってみせるから」

「えっ……」

　困惑するジルベットを無視して。

　千雨は一度咳せき払ばらいをしてから。

「ホントの恋ってなんだろう～♪　それは愛、哀、Ｉ♪　人は誰しもアイを探してる～、きみのＥＹＥをこっちに向けてにゃ～ん♪」

「にゃああああああっ!?」

　耐えきれなかったのか、頭を抱えたままでうずくまるジルベット。

　……うん。こんな曲を歌ってたジルベットの前世もどうかと思うが、こんな曲が俺おれの好みだと思ってる千雨ちさめも割とおかしいよね。

「あれ、どうしたの？　もしかして、ななりんの歌詞に感動した？　心が震えちゃった感じ？」

「心どころか、つま先から猫耳まで震えているようですが……でも、この歌詞はとってもいいですね！」

「えっ……噓うそ……あなたみたいな淫いん乱らんと好みが合うなんて……」

「なぜそんな生理的に嫌そうな顔を!?　ハイネはラブソングが大好き！　そうだ、ルミナさま！　この歌を二人でデュエットしましょう！」

「わかった。デュエットするから、それ以上俺にすりよってくるな」

　こちらに抱きついてこようとしたハイネを腕で押しのける。

　まったく、かったるい。

　でも……。

「……平和だ」

　窓の外に広がる空を見ながら、ついそんな休日のサラリーマンみたいにダラけたことを言ってしまった。

　俺の役目は千雨をエルフに転生させること。

　それはつまり──いつか、千雨と別れることを意味している。

　だからこそ、今はこの日常を謳おう歌かしたい。

　ハイネたちと学園で過ごす日常を。

　そして、できることならば──。




「相変わらず、貴様らは騒がしいな」




　突然、教室のドアが開いて小さな人影が入ってきた。

　ウェーブがかかった明るい色のロングヘア。

　未いまだに小学生にすら見えるミニマムボディ。

　だが、姿はこんなでも、コイツは俺の上司。

　ニーナ・クリストファー。

　この学園の理事長であり、管理局のお偉いさんである管理官は、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で俺たちにあいさつしてきた。

　その顔は、どこか深刻そうである。

「ルミナ。話がある」

「……なんだよ。何か起きたのか？」

　少し緊張しながらも訊たずね返す。

　コイツがここまでマジメな顔をするのは珍しい。

　もしかして、何かトラブルが起きたのかもしれん。

「これだ」

　そう言って、ニーナは俺おれにスマホを手渡してきてから。

「ガチャを回せ」

「は？」

「だから、ガチャを回せと言ったのだ。以前、貴様は二回もＳＳＲダブルスーパーレアを引き当てたことがあったろう？　今一度、その幸運を私に見せてみろ」

「……まさか、それだけのためにここに来たのか？」

「貴様にはガチャの神がついている」

「たしかにここには女神がいるけどさ！」

　どっちかって言うとついているというより取とり憑ついているの方が近いが。

「オイ、ソシャゲ廃人。かったるいから、さっさと本題に入れ。あんたのことだから今のは半分くらい冗談で、俺たちに話したいことが他にあるんだろ？」

「むっ。なんだ、気づいてたのか？」

「す、すごいです！　どうしてわかったんですかルミナさま!?」

「これでもクエスタニアに行く前はコイツの生徒をやってたからな」

　元担任教師の行動パターンなんてある程度わかる。

「先生のことだから、教師の行動を予測して、なるべく楽に授業を受けようとしてたんじゃない」

「むっ。失礼なこと言うな。たしかに今の俺はめんどいことは大きらいだけど、ニーナの生徒だったころは……」

「ころは？」

「………」

　無理やり会話のキャッチボールを中止する俺。

　ニーナの生徒だったころ、俺はやる気に満みち溢あふれた生徒だった。なんでかはわからないが、俺には異世界転生の才能があったらしく、今とは真逆の行動力溢れた態度で新たな自分に生まれ変わるための授業を受けていたのだ。

　けれど、それは結局水泡と帰した。

　異世界に転生するときの事故トラブルが原因で、俺は希望した種族になるどころか、人間にすらなれなかった。

　ドラゴン。

　ある日突然、クエスタニアに現れた巨大な魔獣──緋竜タイラントドラゴン。

　それが俺おれの正体。

　そんな俺を狩るために何人もの冒険者がやってきた。人の姿どころか言葉すら奪われた俺は、自分を守るために戦うしかなかった。

　そして、俺はクエスタニア最強の剣士だったジルベットと相討ちになって、死んだ。

　その結果、こうして冥めい界かいで管理官をやることになったわけだ。

「まあ、色々あったのさ」

　なんてことを打ち明けるのは面倒なので、適当に誤ご魔ま化かす。

　すると、千雨ちさめは「……むっ」と疑わしそうな目つきでこちらを見つめてきた。

　おいおい、勘弁してくれ。

　もしかしてコイツ、まだ疑ってるんじゃないだろうな？




『先生は、お兄ちゃんに似てる気がしたから……』




　以前、千雨は俺の正体を言い当てかけた。

　そのときはなんとか誤魔化した。

　管理官と生徒である以上、俺は千雨に正体を明かせない。

　けど、いつかお互いの関係性が変われば真実を言えるときがくるかもしれない。

　普段はかったるいことはしたくない省エネ生活が俺の身上だが、それだけは譲れない。

　千雨は、俺にとってたった一人の幼なじみなのだから。

「では、本題に入ろうか」

　そう言って、ニーナが懐ふところから小さな本を取り出した瞬間──俺を含む全員の顔がこわばった。

　ニーナが取り出したのが何なのかすぐにわかった。

　魔ま導どう書しよだ。

　この学園で異世界のことを学ぶ際、魔導書が多く使われる。魔導書の中には仮想空間が広がっており、異世界クエスタニアを再現できる。

　そこで教師が様々なことを生徒に教えるのだ。

　けど──ニーナが取り出した魔導書はフツーじゃない。

「先日、管理局の書庫の奥で見つかったものだ。ハイネ・タウゼントが遺した魔導書らしい」

「………っ」

　やっぱりか。つい三週間前に、俺たちはクエスタニアにあるハイネ・タウゼントが祭られた神殿で、似たような表紙の本を見つけた。

　ハイネの手記。

　俺おれたちはその中に入って──危うく、現実に帰還しそこねるところだった。

　どんな目的でハイネがあんなものを作ったのかはわからない。

　作った本人も記憶がないらしい。

「これもあの手記と同じ意志を持った魔ま導どう書しよで、貴様らが入った瞬間、中に閉じ込めようとするかもしれん。私としても処分に困っていてな」

「そもそも、どうして今見つかったんだ？　ハイネが死んだのは数百年も前なんだろ？　そのころからその魔導書は書庫にあったのか？」

「ああ。だが、恐ろしいことに誰も知覚できなかった」

「なっ──」

「管理局の人員がコイツを見つけたのは、つい数日前だ。まるで魔法のように、気づいたら書庫に置かれていたそうだ」

「……どういうこと？」

「それは──」

「簡単だ、ジルベット」

　ニーナの言葉を奪うように、俺は続ける。

「つまり、その本にはそういう魔法がかけてあったってことだろ？　おそらくこの本は、ハイネがこの冥めい界かいで目覚めるのをトリガーに姿を現すように魔法をかけられていたんだ。数百年も前からな」

「ふむ。さすが私の自慢の教え子。理解が早くて助かる」

「さ、さすがですルミナさま！　ほんのわずかしか話を聞いていないのに、そこまで推測するなんて！」

「ふざけんな。この場合、驚くのはおまえの魔法の強さだ」

　数百年も前にかけた魔法が今までずっと作動していた。

　そう考えると、やはり女神ハイネの力はとんでもない。

「この魔導書についての説明は、ルミナが今言ったもので間違いない。問題は──」

「なんで今になって現れたか」

「……何か、意味がある？」

「ハイネは覚えてないの？　ほら、この魔導書はあなたが作ったものなんだし」

「う～ん、あいにくハイネはクエスタニアにいたころの記憶をすっかり忘れてしまっていて……あっ！」

　何かをひらめいたのか、ハイネはうれしそうに手を叩たたいてから。

「もしかしたら、その魔導書の中に入れば、記憶が戻るかもしれません！」

「……それは、一理あるかもな」

　ハイネの言葉にうなずく。

　こっちだって魔ま導どう書しよの中に入ればハイネの記憶がすべて戻るなんてご都合主義的な展開は期待しちゃいない。

　ただ、記憶に関するヒントはあるかもしれん。

　そして、それがわかれば──ハイネと千雨ちさめが同一人物なのか、はっきりする。

　それは、俺おれたちの日常を続けるにあたって、白黒つけさせなくちゃいけないことなのだ。

　だったら、選択肢は一つしかない。




「俺が魔導書の中に入る」




　はっきりと告げると、千雨が「なっ……！」と驚いていた。

「ダ、ダメよ！　その魔導書はこの前クエスタニアの遺跡で見つけたものと同じかもしれないんでしょ？」

「ああ」

「だったら危険があるかもしれないじゃない！　わたしはよく憶おぼえてないけど、先生たちはあの魔導書の中で危ない目に……」

「心配すんな。俺はこれでもおまえらの先生で、異世界を救った転生者なんだぜ？」

「でも、それは……」

　言いづらそうに、千雨は顔をうつむかせた。

　そう、俺はクエスタニアにとって害獣モンスターだった。

　だからこそ、ジルベットに殺されることでクエスタニアを救えたのだ。

　そんなややこしい事情があるわけだが、俺だって異世界を生き抜いてきた経験がある。

　だから魔導書に入っても大丈夫なはずで──。

「ジルもいく」

　だが、俺の横でジルベットが静かに言った。

「ふむ。そうだな。ジルベットなら大丈夫だろう。コイツの強さはルミナも知っているはずだ」

「ああ、身に染みてな」

　なにせ俺は一度コイツに殺されたのだ。

　コイツが一緒なら、魔導書の中でも心強いことは間違いない。

「けど、いいのか？　千雨も言った通り、この魔導書の中には危険があるかもしれないんだぞ？　それに、おまえにはこの中に入るメリットが──」

「そんなのいらない」

　ただ静かに、ジルベットは微笑ほほえんでくれた。

「ジルは、ルミナといたい。少しでも、助けになりたい。だから、行く」

「………」

　……まったく。

　なんで俺おれはこんなに懐なつかれてんだか。

　まあ、ジルベットとしては一度俺を殺しちまった負い目があるのかもしれん。

　それか、ありがたいことに、純粋に俺を助けようとしてくれてんのか。

「──そっか。勝手にしろ」

「ありがとうの一つくらい言えんのか貴様は……」

「いい。この方がルミナらしい」

「ちょ、ちょっと待ってください！　どうしてお二人だけで話を進めるんですか！」

「そうよ！　わたしたちだって……」

「ダメだ」

　ハイネと千雨ちさめを行かせるわけにはいかない。

　中にどんな仮想空間せかいが広がっているかはわからない。

　だから、二人には外で待っていてもらって──。

「！」




　だが、その瞬間──異変が起きた。




　ニーナが持っていた魔ま導どう書しよから眩まばゆいばかりの光が溢あふれ出した。

　光は、瞬く間に俺たちの視界を白色に染めて──。





第１話　攻略チュートリアル







「もう、起きてください～」

　そんな。

　非常に聞き慣れた声で、俺おれの意識は覚かく醒せいしていた。

　──ああ。

　なんだ、夢か。

　思えば朝からだいぶおかしかったんだ。

　変な人形が置いてあったり、ジルベットがベッドインしてたり、いきなりハイネが遺のこした魔ま導どう書しよが見つかったり。

　いくらなんでもトラブル三ざん昧まいすぎる。

　だが、すべて夢だったとしたら納得がいく。

　その証拠に、ハイネが俺のことを起こして──。




「あっ、やっと目が覚めましたね？」




　が。

　目を開けた瞬間、夢だと信じたくなるような光景が俺を待っていた。

　妖よう精せい。

　そうたとえるしかない。

　俺の目の前には、全長三十センチほどのハイネが浮かんでいたのだ。

「もう、いつまでも起きないから心配して……ふおおっ!?　待って！　なぜわたしの身体からだを摑つかむんですか！　冷蔵庫の中にあるマヨネーズでも摑むような乱暴なノリで！　妖精虐待反対！」

「ウゼえ。それより、これはどういうことだ？」

　掌てのひらの中で暴れる妖精に訊たずねる。

　なんだこれは？

　今のコイツはどう見てもおかしい。身体がちっちゃくなってやがるし、背中にはキラキラした二枚の羽まで生えてやがる。

　まるでピーターパンに出てくる妖精だ。

　しかも……。

「おまえ、ハイネじゃないな？」

「あっ、バレました？」

「ああ。あいつなら寝てる俺おれを大人しく起こすなんてマネしないからな。その場でダイビングハグか人工呼吸の講習会だ」

「ふむふむ。どうやらあなたはハイネ様のことがよくわかっているようですね。では、わたしも自己紹介しましょう！」

　ふぬっと力を入れて、妖よう精せいは拘束から抜け出してから。




「わたしは、魔ま導どう書しよです！」




「──やっぱりか」

　予想通りだ。

　同時に、俺はコイツに対する警戒レベルを上げる。

「あれ？　驚かないんですね？」

「前に似たようなヤツと会ったことがあるからな。おまえとソイツの気配は似てる。それより……ここは、どこだ？」

「もちろん、ハイネ・タウゼント様が遺のこした魔導書わたしの中です！」

「つまり……」

　俺たちは、魔導書の中に入っちまったわけか。












　周囲を見渡すと、何もない。

　壁や天井もない、どこまでも真っ白で奇妙な空間が広がっている。

　病的に白くて、長く見つめてると目がおかしくなりそうだ。

「殺風景ですみません！　ここは序章ですので、何もないんですよー」

「序章？」

「はい。本にはストーリーがあるでしょ？　それはわたしにだって同じ。ここは、魔ま導どう書しよの序章プロローグなんです」

「………」

　序章。

　ということは、文脈的に考えるに、次の章もあるわけだ。

「おや。あまり驚いていませんね？　もしやもう状況を理解しているんですか？　さてはあなた頭がいいですね！」

「おまえは悪そうだけどな」

「リアクションがクズクズしい!?　これでもわたしはハイネ様が膨大な魔力を使って作った魔導書なんですよ！　魔導書の意志であるわたしの外見も、想像主であるハイネ様をモデルにしていますし！」

「まあ、たしかにそっくりだ」

「見てください！　このダイナマイトボディを！」

「頭の悪さまでそっくりだな！」

　空中で色っぽいポーズをキメる魔導書についツッコんでしまった。

　今さらながらに、ホントにハイネと千雨ちさめは同一人物なのか？

　見た目どころか性格まで真逆すぎる。

「あっ、そうだ。ジルベットは？」

「あなた以外の女性が三名、この魔導書の中にいらっしゃいますねー！」

「三人？」

「一人心に邪念が多い方がいらっしゃったので、つい弾はじいちゃいました。なんというか、ギャンブルに無駄な出費をしてそうな感じが……」

「………」

　もしかして、ニーナか。

　だとしたら、ずいぶんとソシャゲ廃人に厳しい魔導書である。

「おまえの言葉が本当なら、ジルベットだけじゃなくて、千雨やハイネもここに入っちまったってわけか」

「はい！　外にハイネ様の気配を感じましたので、ドババっと招待しちゃいました！　いや～、長かった！　わたしはこの瞬間を長い間待っていたんですー！　それがハイネ様の願いでしたから！」

「どういうことだ？」

「ふふっ、それをわたしに聞くのは無粋ってもんですぜ旦だん那な……あっ、ストップ！　ヤバい！　両足をつかまれてぐるんぐるんされるのはヤバいです！　脱水中の洗濯物の気持ちがかなり理解できてきちゃいます！」

「ああ、悪い」

　解放すると、魔ま導どう書しよはぐるぐる目を回していた。

「ううっ、ひどい……こんな扱いをされるなんて……でも、わたしはそんなあなたが嫌いじゃありません！」

「そうか」

「反応が冷たい!?　でも、割とバイオレンスなことをしておきながらまったく悪びれない姿に憧あこがれちゃいます♡」

「おまえ、マジでハイネにそっくりだな……」

「それはわたしにとって褒め言葉！　わたしはハイネ様に作られた魔導書！　なので、その役割を果たしましょう！」

　どこから取り出したのか、魔導書は小さな木のステッキを振った。

　すると、空中にキラキラした小さな文字が描かれて、




『チュートリアル！』




「………」

　……待て。

　なんだ、このインストールしたばっかりのソシャゲみたいな展開は？

「これからあなたには、わたしを読破クリアしてもらいます！　序こ章こはそのための情報をお伝えする場所なんです！」

「読破クリア？」

「ええ。章をクリアすれば、次の章へといけます。あなたはすべての章をクリアしなければ、魔導書わたしの中から出られません」

「なっ……待て。フツーの魔導書なら、死んだ時点で中から吐き出されて……」

「チッチッチ。甘いですねー。わたしは慈愛と繁栄の女神であるハイネ様が作りだした魔導書ですよ？　フツーの魔導書とは違います」

「なら、この魔導書の中で死んだらどうなる？」

「生き返ります」

　まるで当然のことのように、魔導書は言いやがった。

「そう、何度でも。わたしの中から抜け出すには、すべての章を読破クリアするしかないんです」

「………」

　……厄介だな。

　ハイネの記憶のヒントを得るためにここに入ったっつーのに。

「──わかった。話を続けてくれ」

「おやおやーん？　慌てないんですね。フツーだったらもっとパニックになりそうな気がしますが」

「これでもたった一人でクエスタニアで生き抜いてきたからな。ある程度度胸は据わってる。それに、おまえは噓うそはついてなさそうだし。まあ、本当のことを言っていない気もするが」

「──ふむ。そうですねー」

　パタパタと羽をはばたかせながら、魔ま導どう書しよは笑う。

「正解です。わたしはあなたにすべてを伝えられません。ですが──最終章を読破クリアすれば、あなたが欲しがるものが見つかるかもしれませんよ？」

「最終章……か」

「そこまで辿たどりつけばハイネ様がどうしてわたしを作ったのかも理解するはずです！　あっ、これは本当ですよ？」

「ハイネたちとも会えるのか？」

　見たところ、あいつらはここにはいない。

　だが、居場所の見当はつく。

「むー、わたしが言うまでもなく、答えがわかっている顔ですね」

　魔導書は、すこし残念そうに、告げる。




「章を読破クリアするごとに、ハイネ様たちと合流できます」




「なんだか、ホントにゲームみたいだな」

　仲間を集めて、世界を救う。

　そんな古き良きＲＰＧみたいなシステムである。

　だが、たいていのＲＰＧには──敵ボスがいる。

「その通り！　だからこそのチュートリアル！　序章ではあなたにこの魔導書ゲームのルールを説明しちゃおうってわけです！」

「わざわざクリアって単語を使ってるってことは、俺おれが何かをしなくちゃ章を進めていくことはできないんだろ？」

「ぐぐっ、あなた、かなり理解が早いですね。説明のし甲が斐いがありません」

「めんどくさい御ご託たくはいらない。さっさとルールを教えろ。どうすれば、俺おれは章を進められる？」

「簡単です！　それは──」




　──ヒロインを、攻略してください！




　なぜか照れくさそうに頰ほほを染めながら、魔ま導どう書しよはそう宣言しやがった。

　数秒間だけ。

　俺は考えこんでから。

「あれ？　どうしたんです？　きょろきょろ周りを見回して」

「あー、ハエ叩たたき的なものを探しててさ」

「ノープロブレム！　この序章に虫などいませ……ああっ！　その眼め！　その虫けらでも見るような目！　もしやターゲットはわたしー!?」

「わかってるならふざけたことを言うな」

「わ、わたしはふざけたことなんて言ってませんよー。あなたが章を進めるには、ヒロインの好感度を上げていくしかないんです」

「好感度？」

「デレさせろってことですね！　ここから先は章ごとに一人のヒロインがいます！　その方々を攻略していけばいいわけです」

「……待て。まさかとは思うが、そのヒロインっていうのは──」

「ハイネ様たちのことです♡　あれ？　あんまり驚いてませんね？」

「当たり前だ！」

　なんだそのベタなラブコメみたいなミッションは！

　逆に驚いてるよ！

「教えろ。なんで俺がそんなことをしなくちゃならん」

「ふふっ、最終章に辿たどりつけばわかりますよ」

「ゲームっぽいセリフを言いやがって……けど、章を進めれば、あいつらと合流できるんだな？」

「はい！　その代わり、彼女たちを攻略しない限りあなたたちは魔導書わたしから出ることができません！　それが魔導書わたしのルール！」

　というわけで！　と。

　魔導書が空中でポーズをキメた瞬間だった。

　ぽんっ、と。

　なんとも安っぽい音とともに、魔導書の身体からだが光に包まれて……うわっ、なんだコイツ？

　なんで、いきなりでっかくなってるんだ？

「ふふっ、驚いているようですね」

　妖よう精せいサイズから実際のハイネサイズまでデカくなった魔ま導どう書しよが、得意げに笑っていた。

「それではチュートリアルも終盤！　ここを読破クリアすれば、あなたは次の章へ行けますよ！」

「本当か？」

「ええ。というわけで、今から──」

　わたしを攻略してみてください！　と。

　魔導書は高らかに叫んだ。

「………」

　数秒考えこんだ後で、俺おれは「──いいぜ」とうなずいてから。

「きゃう!?　痛い！　なぜわたしの額にデコピンを!?」

「攻略しろって言ったろ？　だったらきっちり倒さなくちゃな」

「わたしはＲＰＧに出てくるモンスターか何かですか!?　どこまであなたの行動はクズクズしいんですか！　人間とは思えません！」

「人じゃないのは俺じゃなくておまえだ」

　まあ。

　そういう俺も人じゃなくて竜だったりするんだが。

「それより、なんでおまえを攻略しなくちゃいけない？」

「ふふっ、それがルールだからです。あなたが第一章に行く前に、このわたしが練習台になってあげようって寸法ですよ」

「つまり、おまえをデレさせれば第一章に行けるのか？」

「理解が早い！　抱いて！　……ハッ！　いけません、わたしとしたことが危うく攻略されかけちゃいました！　でも、ここからが本番！　わたしはそう簡単には攻略されません！」

「………」

　……まあ。

　色々言いたいことはあるが、まずは一言言わせてくれ。

　なんだこのふざけた状況は？

　さすがハイネが作った魔導書。

　内容もだいぶぶっ飛んでいるらしい。

　フツーの俺だったら、省エネ主義の元にこんなふざけた要求なんて断ってるんだが──。




「──わかった」




　今は時間がない。

　どうしてか、すぐにハイネたちと合流しなくちゃいけない。

　そんな感じがしたのだ。

　だから──！

「きゃっ!?」

　一気に。

　俺おれは魔ま導どう書しよの身体からだを床に押し倒した。

「なっ、あっ、あなたは、いきなり、何を……っ」

　俺の下で慌てる魔導書。

　普段の俺だったらこんなアクティブかつクソ恥ずかしいことなんてしたくないんだが……今は仕方がない。

　コイツはハイネが作った魔導書。

　外見も性格もハイネにそっくり。

　ならば──あいつが好きそうな告白アプローチをすればいい。

　それは──！




「──好きだ。俺と、結婚してくれ」




「………っ」

　羞しゆう恥ち心しんをこらえてなるべくキザな口く調ちようで言うと、魔導書の顔がリトマス試験紙みたいに赤く染まった。

　そして、どこからか『ピンポーン！』というクイズにでも正解したような音が響いた。

　……あー、今のはたぶん。

「これでおまえを攻略できたわけだな」

「早ぃ───っ!?」

　床ドンを解除すると、魔導書が絶叫した。

「自分でも言うのもなんですが、早すぎです！　でも、正直、魔導書的に今のストレートなやり取りはかなりグッときたっていうか……」

「ハイネと一緒でちょろいな、おまえ」

「クズぅうううううううううっ！　クズい！　こんなクズい男に攻略されちゃうなんて……でも、なんでしょう、この気持ち……もしかして、これが……恋？　わたしにとって、初めての──」

「あいにくだが俺はおまえが全然好きじゃない」

「失恋ー!?」

　叫んだ瞬間、再び魔ま導どう書しよの身体からだが光り、妖よう精せいサイズに戻った。

　そして、目に浮かんだ涙を拭ぬぐってから、どこかやりきった様子で。

「ううっ……完敗です」

「これで俺おれは次の章に行けるんだな？」

「はい！　でも、わたしはあなたに攻略されたわけですので……そのよかったら、サービスシーンのＣＧとか収集しちゃいます？　わたし、あなたが望むなら──」

「これで俺は次の章に行けるんだな？」

「スルぅうううううう!?　せっかく！　せっかくこのわたしがメタな発言にからめてアプローチをしているのに！」

「どうせならもっとストレートに言ってこい」

　まあ、実際にされても断るけどさ。

　……いや。

　この魔導書もハイネと姿が同じなので、外見だけなら非常に俺好みなんだが……今はサービスシーンに突入してる場合じゃねえ。

「もう説明することはないんだろ？」

「そうですね。悔しいですが、序章チユートリアルは終了！　ではでは、第一章に行ってみましょうか！」

「よし……あっ、待て。かったるいが、おまえにはまだ聞きたいことが──」

「ううっ、わたしも別れるのは辛つらいです……でも、男の子には先に進まなくちゃいけないときがあるんです！　ではでは、さようなら！　また逢あう日まで！」

　勝手に先に進めるんじゃねえ!?

　そうツッコんだ瞬間、まるでガラスが割れるみたいに、足元の床が砕け散って──。





　　◆◇◆◇◆






「───っ」

　次の瞬間、異変に気づいた。

　海だ。

　さっきまでのひどく殺風景で無機質な空間じゃない。

　足元には砂浜。

　鼓膜に届く波音。

　汗ばむほどの熱をはらんだ空気。

　真夏の太陽ばりにこちらを照らす強い日差し。

　まるで西洋のバカンス地のようなエメラルドグリーンの海。

　一目でわかった。




　ここは、クエスタニアの海だ。




　けど、さっきの魔ま導どう書しよの話を聞く限り、外に出てきたわけじゃない。

　仮想空間。

　ここはあくまで異世界の海岸を再現した場所なんだろう。




「……先生？」




　そして、俺おれの前に彼女はいた。

　千雨ちさめだ。

「………」

　……いや、待て。

　まさか、この展開は……！

「ここ、どこ？　どうしてわたしはこんなとこにいるの？」

　どうやら、千雨は今意識が覚かく醒せいしたばかりらしい。

　今自分が置かれた状況がまったくわかっていないのだろう。

　だから、あー……仕方ない。

　ダルいけど、説明するか。

　このままじゃ、かわいそうだしな。

「千雨。とりあえず、俺のシャツを羽織れ」

　言ってから、服を脱いで千雨にパス。

　千雨は不思議そうに俺のシャツを受け取ってから、

「えっ、どうして……きゃっ!?」

　自分の姿を見て、たちまち真っ赤になった。

　水着。

　しかもひどくセクシーなデザインである。

　色は黒。

　かなり布面積が少なくて、まだ発育途中な千雨がこんな水着を着ているのは、ものすごく犯罪感があるというか……。

「み、見るなー!?」

　予想通り。

　千雨ちさめはせっかく渡してやった俺おれのシャツを投げ返しながら抗議してきた。

　顔面に向かって直進するシャツをキャッチしながら、俺は魔ま導どう書しよの言葉を思い出す。




『ヒロインを、攻略してください！』




　だとしたら、第一章のヒロインは千雨。

　周囲には俺たち以外の人間はいない。

　まるで、無人島だ。

「………」

　……やっかいなことになりそうだな。

　そう思う俺の目の前では、千雨が「や、やっぱりシャツを貸して先生！」とあわあわしながら叫んでいた。





第２話　密会シーサイド







「答えて」

　俺たち以外誰もいない砂浜に、羞しゆう恥ち心しんに震える少女の声が響いた。

　結局。

　千雨は俺のシャツを着た。

　そして今では両膝ひざを抱えるようにして砂浜に座っているが、その姿はどこか警戒しているようにも見える。

　いきなり自分が着てた服がこんな感じになってれば無理もないさ。

　ちなみに、俺も管理官の制服の下に穿はいてたパンツが水着になっていた。

　これも魔導書がやったんだろうが、やけに気の利くコスチュームチェンジである。

「これはどういうことなの？」

「あー、千雨。説明すると、ここは魔導書の中で──」

「そんなのわかってる！」

　うわぁ、すげえご機嫌ナナメ。

　前に授業の一環で魔導書に入ったときは『ＳＡ○みたい！』とか言って、テンション上げてたくせに。

「……って、待てよ」

　千雨ちさめは状況がまるでわかっていない。

　つーことは、チュートリアルを受けてないんだろう。

　つまり……俺おれが説明しなくちゃいけないわけか？

　なんというか、それは……。

「……かったるいな」

「勝手に自己完結しないで！　どういうこと！　その様子だと、先生はこの状況について何か知ってるのね！」

　げっ。

「わかるわ！　昔、アニメの最終話のネタバレをネットで先に知っちゃったお兄ちゃんが今の先生みたいな顔をしてたもん！」

　どんな顔だよ。

　まあ、今の俺みたいな顔なんだろうけどさ。

　しかし、これは困った。

　ダルいのを我慢して説明するとして、信じてもらえるのか？

「先生。早く話して」

「あー、わかった。説明する。この魔ま導どう書しよは章ごとに世界が分かれてるらしい。ちなみに、今俺たちがいるのが第一章だ」

「ふぅん。それで？」

「理解早くないかおまえ!?」

「こんなのＲＰＧやラノベだったらよくある展開じゃない。わたしは先生ほど頭の回転は速くないけど、ある程度こういう展開には耐性はあるの」

「……おまえ、マジでオタクだな。二次元と現実の区別もついてないのかよ。教師として、割と真剣に将来が心配になってきたぞ」

「う、うるさいわねっ。わたしなんてオタクとしては全然大したことないもん。お兄ちゃんの方がすごかった。お兄ちゃんならこの世界にもあっという間に適応して俺ＴＵＥＥＥしてハーレムとか作っててもおかしくないもん！」

　だからなんでおまえは俺をそこまで過大評価してるんだ!?

　自分で言うのもなんだが、俺のこと好きすぎだろ……。

　まあ、幼なじみに好かれるのはうれしいが……待て。

　こうやって放置した結果……。




『ハイネはルミナさまの嫁です～！』




「……もしかして、おまえがダメになったのは俺おれのせいなのか？」

「？　いきなり何を言い出すの？」

　自分が将来アホエルフになるかもしれないことを知らない千雨ちさめは怪け訝げんそうな顔をしていた。

　いや、俺のせいとは限らない。

　今の千雨は俺と九重ここのえ湊みなとが同一人物だって気づいてないんだ。

　だったら……。




「千雨。落ちついて聞いてくれ」




　デレさせても問題はない。

　俺だってこんな恋愛上級者みたいなこと考えたくないんだが、仕方ない。

　ハイネの記憶のヒントを見つけて、この魔ま導どう書しよから抜け出すには他にプランがないのだ。

「俺たちは、章ごとにあるミッションをクリアしないと先の章に進めないらしい」

「ゲームみたいな展開ね。ていうか、どうしてそんなに詳しいの？」

「さっき魔導書本人から聞かされたのさ。で、そのミッションっていうのは、ヒロインをデレさせることなんだ」

「は？」

「この魔導書は、章ごとに一人のヒロインをデレさせないと、先に進めないらしい」

「………」

　千雨は。

　思いっきり憐あわれんだ目で俺を見つめてきた。

「……大丈夫、先生？　もしかして、熱中症で元からおかしかった頭がさらにアレな感じになっちゃったの？」

「俺だって自分の正気を疑いたいさ。けど、さっき──」

「さっき？」

「──いや、やっぱりなんでもない」

「……先生？　何か言いづらいことを誤ご魔ま化かしてない？」

「そんなことはないさ」

　営業スマイルを浮かべると、千雨は「本当かしら？」と首をひねっていた。

　危ねえ。

　相変わらず俺の幼なじみさまは勘がよろしい。

　つーか、失言をしかけた俺も悪いが。

　だって、ねえ？

　序章チユートリアルでハイネそっくりの魔ま導どう書しよに床ドンしたら第一章ここに辿たどりついたんだ！　なんてホザいてみろ。

　今度こそマジで正気を疑われかねない。

　そして、その情報は千雨ちさめに言うべきではない気がする。

　ほら、コイツってハイネにライバル意識を抱いてるしさ。

　あいつと見た目が一緒の妖よう精せいにそんなことしたなんて言ったら、ますますご機嫌ナナメになりそうだ。

「とにかく。俺おれの言ってることは本当だ」

「ふぅん。わかったわ」

「……ホントか？」

「ええ。わたしを見くびらないで。これでもお兄ちゃんから何十冊もラノベを借りてラブコメの英才教育を受けてきたんだもん」

「きっとおまえの幼なじみは今ごろ『教育しすぎた……』って嘆いてると思う」

「そ、そんなことない。それより、ヒロインをデレさせればいいんでしょ？　だったら簡単じゃない」

　ふふん、と千雨は自慢げにぺったんこな胸を張ってから。




「なら、早くヒロインを探しに行きましょう」




「………」

　やっぱりか。

　コイツ、全然状況がわかってない。

「わたし、実はこういう展開に憧あこがれてたの……どんな子がいるのかしら？　あっ、もしかして、ちょっと前に流は行やったラノベのノリで選択肢とか出てくるのかな!?」

「落ちつけ」

「その選択肢に従わないとペナルティーがあるんだけど、出てくる選択肢がとんでもないのばっかりで、結果的に主人公もヒロインも大変なことになるけど、それが二人の仲を深めて、結果的に互いの好感度が上がるとか！」

「おまえはラブコメ小説の読みすぎなんだよ！」

「わ、わたしは悪くないわ！　勧めてきたお兄ちゃんが悪いの！　先生は知らないだろうけど……って、どうしてそこで頭を抱えるの？」

「別に。大したことじゃねえよ……」

　あああああああそうだ千雨がこうなったのは俺のせいだった……。

　千雨ちさめが病室でさびしそうにしてるから、笑顔が見たくて、ついオススメのラノベを貸していたのだ。

　そのせいか、コイツはすっかりラノベの主人公気分。

　まさか自分が攻略される側だとは思ってないっぽくて……。

「……あれ？　でも、この状況って……」

　しかし、そこは頭脳明めい晰せき優等生。

　自分の言葉の違和感に気づいたらしい。

　そして、周囲を見渡す。

　俺おれたち以外誰もいない海岸。

　なぜか変化していた自分の服装。

「………っ！」

　徐々にだが。

　千雨の様子が変わってきた。

　顔から血の気が引き、額からダラダラと汗が流れ出した。これは頭上でハッスルしてる太陽のせいじゃなくて、間違いなく冷や汗。

　そして、その原因はたった一つ。

「状況がわかったみたいだな」

「ま、待って、言わないで、わたし、まだ覚悟が──」

「おまえがヒロインなんだ」

「いやああああああっ!?　言わないでって言ったのに！」

「すまん。めんどくて」

「少しは生徒の意志を尊重して！　先生はどこまでダメ人間で……えっ？　待って。わたしがヒロインってことは……」

「おまえの好感度を上げないことには、次の章にもいけないし、魔ま導どう書しよからも脱出できない」

「なっ」

　ぎゅぅううううっと。

　俺のシャツの裾すそを握り締めた後で、千雨は高らかに叫ぶ。

「ふざけないで！」

「………」

　だよね。

　最悪なことに、好感度は最低のところからスタートのようだ。

　でも──千雨の言うことには一理ある。




　なんで俺おれたちがそんなことをしなくちゃいけない？




　もしかして、何か理由でもあるのか？

「こんなの絶対におかしくて……あっ、もしかして先生が、わたしに噓うそをついてるとか？」

「は？　なんでそんなことしなくちゃならん」

「だから……わたしと、仲良くなるため……とか」

「安心しろ、千雨ちさめ。俺にそんなよこしまな感情は一切ない」

「えっ──」

「かったるいからな！　生徒とのコミュニケーションを強化するとかメンドくさくて仕方がない！」

「自慢げに叫ばないで！　先生はそれでも教師なの……？」

「もちろんだ。俺は噓は言ってない」

「で、でも！　こんなのおかしいもん！　いくらなんでも、わたしをデレさせなくちゃ次の章に行けないなんて、そんなふざけたミッション──」

「千雨」

　ぽんっと。

　肩を叩たたきながら、俺は現実を突き付けてやることにした。




「この魔ま導どう書しよを作ったのは、ハイネだぞ」




「!?」

　瞬間、千雨が表情を絶望に歪ゆがめながら、砂浜に膝ひざをついた。

　そして、頭を抱えながら、苦く悶もんする。

「そうだった……この世界を作ったのはハイネ……あの淫いん乱らんアホエルフなわけで……うわあああああ全然あり得る！　あの子ならヒロインを攻略するなんてふざけたミッションを考えついちゃいそう！」

「納得いったみたいだな」

「じゃあ、この章にいるのは、わたしと先生だけなの？」

「たぶん」

「ジルベットさんとハイネは章を進めないと合流できない……それには、わたしが先生に……こ、攻略されなくちゃいけないわけで……！」

　真っ青だった千雨の顔が信号機よろしくカラーリング。

　顔面温度がぐんぐん上昇しながらも、消え入りそうな声で、つぶやく。

「ちなみに、好感度が上がったっていうのは、どうやってわかるの？」

「効果音が鳴る」

「やけに安っぽい演出……あれ？　でも、どうして先生はそのことを知って──」

「序章チユートリアルで説明されたんだ」

「……本当？　今の先生はアニメの推しキャラが死んだことをわたしに伝えないようにしてるお兄ちゃんとそっくりな顔をしてて──」

「だからどんな顔だよ!?」

　誰か鏡をくれ。

　俺おれはそこまでわかりやすい顔をしてるのか？

　しかし、困ったな。

　この様子だと、まずは千雨ちさめがミッションに協力してくれるように説得しなくちゃ──。




「…………わかったわよ」




　けれど。

　返答は意外にもあっさりやってきた。

「……は？」

「だ、だから、わかったって……言ったの。要は、わたしと先生が……仲良くなればいいんでしょう？　だったら──」












　千雨ちさめはか細い声で。




「わたしが……デートしてあげる」





　　◆◇◆◇◆






　最初はわけがわからなかった。

　まさか千雨の方からデートしてなんて言ってくるとは。

　フツーだったら考えられないご都合展開である。

　もしかして魔ま導どう書しよのヤツが千雨に何か魔法をかけたのかもしれない、とさえ思ったが、千雨の爆弾デート宣言から、五分後。

　俺おれは魔法の正体を知るのだった。




「これが……海っ」




　波打ち際で。

　押し寄せる白波を見つめながら、千雨がつぶやいた。

　その顔には、微笑ほほえみ。

　まるでずっと楽しみにしていたが長らく発売延期になっていたラノベの新刊が発売されたみたいな顔をして……って、千雨みたいなコメントをしてる場合じゃねえ。

　何が言いたいかっていうと、千雨のテンションはさきほどとは違ってかなり上がっているわけで。

「きゃっ、すごい、先生！　水が冷たい！」

「そりゃあ海だからな」

「そうよね。でも……きゃ～、すごいすごいすごい！　海！　これが海！　えへへ、冷たくて気持ちいい～！」

「オイ、海に入ると服がぬれて……」

「大丈夫。水着を着てるもの」

「その上に着てるのは俺のシャツだろ!?」

　別に服がぬれたぐらいじゃ怒らないんだが、ついツッコんでしまった。

　どうしよう。

　いくらなんでもはしゃぎすぎだろ、コイツ。

　でも、こうなるのも仕方ない。




　千雨ちさめは、海に入るのがこれが初めてらしい。




　思えば、千雨は昔から身体からだが弱くて部屋にこもりきりだった。

　成長してからはずっと入院してたし、海なんてテレビの画面かネットの画像でしかお目にかかったことがなかったはずなのだ。

　きっと、異世界に来ることと同じくらい、憧あこがれていたんだろう。

「あっ、ごめんなさい。ちゃんと後で洗濯して返すから」

「いいよ。今回は許す」

「えっ、どうしたの？　先生なら慰謝料くらい要求しそうなのに」

「俺おれはそこまでクズじゃねえ。それに、慰謝料ならもらったしさ」

「？　どういうこと？」

「あー……」

　幼なじみの笑顔が見れたしな、というのが理由なんだが、さすがにそれはハズいしダルい。

　なので、ここは『水に濡ぬれてシャツの下の水着が透けてるぞ』というネタで誤ご魔ま化かして……。

「あっ」

　ダメだ。

　俺のミッションは千雨をデレさせること。

　だとしたら、ここで正しい解答は──たった一つ。

「……生徒の笑顔が見れたしな」

「なっ……」

　案の定、千雨は真っ赤になってしまった。

　うん、気持ちはわかるよ。

　俺の顔だって多少は赤くなってるだろうからな。

　ぐわー、まさかこんなキザなセリフを言わなくちゃならないとは。

　しかも、兄妹きようだい同然に育った幼なじみに。




「…………ありがとう」




　こっちがからかってないことが伝わったのか、千雨は照れくさそうにしながらもお礼を言ってくれた。

　……うん。

　可愛かわいい。

　これじゃ俺おれの方が攻略されそうである。

「……って、あれ？　効果音が鳴らないな。千雨ちさめの好感度が上がったと思ったのに」

「……むっ。わたしはそこまでチョロインじゃないもん」

　すごいね。

　未来のおまえかもしれないハイネにぜひとも聞かせたいセリフだ。

「別に、わたしは先生に攻略されたいわけじゃないわ。でも、わたしと先生が仲良くならないと先の章に進めないんでしょう？　だったら……先生がわたしの好感度を上げるしかない」

「簡単に言ってくれるな」

「わたしが喜びそうなことをすればいいの。せっかく海に来たんだし、一緒に遊ぶとか……」

「そうだな。おまえ、泳げないだろ？　だったら泳ぎを教えようか？」

「いいわね。でも、どうしてわたしが泳げないって知って……」

「俺は管理官だからある程度生徒のことを把握してるんだ！」

　上う手まく誤ご魔ま化かしたつもりだったが、千雨は「……本当？」と疑わしげに俺を見つめてきた。

「ねえ、先生」

「なんだ？」

「………。やっぱり、いい」

　それより、泳ぎを教えて？　と千雨は俺の方にじゃぶじゃぶ歩み寄ってきた。

　幼なじみの態度に、心の中で不安が波を立てる。

　もしかして、千雨は──。

「───」

　大丈夫、俺の考えすぎに違いない。

　そんな防波堤を心の中におったててから、千雨に泳ぎを教えることにする。

　記憶では、コイツはプールの授業にすら出たことがない。

　つまりはまるっきり初心者。

　それに、泳ぎを教えるというのはいいイベントだ。

　千雨みたいな発想だが、ラブコメにはお約束。

　主人公がヒロインに自分の知識を教え、ヒロインが成長し、喜びを分かち合う。

　普段はクールな千雨も、「見て見て、先生！　わたし、泳げるようになったわ！」みたいなノリではしゃぐのだ。

　好感度を上げるにはもってこいである。




「たぶん、こんな感じよね」




　が。

　俺おれのプランとは裏腹に、千雨ちさめはぎこちないながらも泳ぎ始めやがった。

　しかも、クロールで。

「………」

　……まあ、いいさ。

　コイツはとびきり優秀な転生者候補。

　身体からだが弱いってハンデも今はないんだ。

　見よう見まねで泳ぎを披露できたっておかしくはない。

「えっと、先生？　背泳ぎってこれでいいの？」

「なっ……」

「次は……平泳ぎ」

「………」

「そして、これが……バタフライ！　やった！　見て見て、先生！　わたし、泳げるようになったわ！」

「俺が想像してた感じとは違うけどな！」

　まだ何も教えてねえのに！

　ただトーテムポールみたいに突っ立ってただけだぞ！

「えへへ、わたし、病院のベッドの上でこっそり泳ぎの練習をしてたんだ。その成果が出たのかも」

「そ、そいつはよかった……」

　隠れて泳ぎの練習をする千雨の姿は想像するだけで心が和むくらいに微笑ほほえましいんだが、これじゃ好感度を上げようがない。

　千雨は餓うえたホオジロザメも真っ青の勢いでクロール全開。

　すっかり泳ぎの魅力に取りつかれてる。

　かなり上機嫌だし、これなら次の章に進んでもいいんじゃねえかと思うんだが、例の効果音が鳴る気配はゼロ。

　当然だ。

　なにせ、俺はまだ何もしてないしな。

「ほら、先生も泳ぎましょう？」

　泳げたのがよっぽどうれしかったのか。

　自然な動作で千雨は俺の手を取って、引っ張ろうとして。

「あっ」

　何かを思い出したように、慌てた様子で手を放した。

　……うん。

　なんだろうね。

　自分の生徒にこういうリアクションをされると、割と傷つくというか。

「あっ、ごめんなさい、先生。別に先生と手をつなぐのが嫌だったわけじゃないの。ただ……」

「ただ？」

「うっ……」

　……お兄ちゃんと間違えちゃって、と千雨ちさめは顔をうつむかせた。

　千雨にとって九重湊俺は死に別れた存在。

　だから、どうしても俺おれの前世の話題を出すとその場が暗くなってしまう。

　なので。

「千雨。脱げ」

「ふえっ!?　いきなり何を……！」

「さきほどのリアクションで、俺は深く傷ついた。慰謝料を要求します」

「だ、だからって……！」

「心配するな。脱ぐのはシャツだけでいいから」

　そう、千雨は俺のシャツを着たまま。

　なのでここはシャツを利用して会話の空気をポジティブにする。

「イ、イヤよ。こんな水着を見せるなんて……」

「泳ぎに夢中で気づいてないみたいだけど、水に濡ぬれてシャツが透けてる」

「！」

「逆にエロい感じになってるぞ」

「ば、ばかー！」

　ひどくボキャブラリに乏しい感じの悪口を言ってから、千雨は恥ずかしそうに海面に肩まで浸つかってしまった。

「……信じられない信じられない信じられない。生徒をそんな目で見てるなんて」

「俺だって男だからな」

「クズ！　このクズ教師！」

「──大丈夫。おまえだけに無茶はさせない」

「えっ──」

「おまえが脱いだら、俺も脱ぐ」

「先生は水着しか着てないじゃない！」

　水に浸つかったままでツッコみを放つ千雨ちさめ。

　よし、いい感じに会話があったまってくれた。

　俺おれだって別に本気で脱がそうとしたわけじゃない。

　ただ、九重ここのえ湊みなとの話を流せればそれで──。




「………ねぇ、先生」




　けれど。

　千雨は不安そうな口く調ちようで、訊たずねてくる。

「えっと、その……見たい？」

「………」

　見たい？

　それはもちろん……。

「何が？」

「誤ご魔ま化かさないで！　だから……わたしの水着よ」

「千雨……もしかして、おまえ、デレ──」

「先生の服が肌に貼はりついて気持ち悪いから脱ぎたいの」

「………」

　その手の性癖をお持ちの方なら狂喜乱舞するであろうこと間違いなしのエッジの効いたセリフだった。

　千雨は外見がクールなせいか、やけに様になってやがる。

「だから……は、はい」

　水に浸かったままで脱いだのか、千雨は俺にシャツを返してきた。

　だが、肝心の本人は水に浸かったままである。

「千雨。俺はおまえの水着が見たい」

「……直球で言わないで」

「さっき俺に『見たい？』って聞いたのはなんだったんだ？」

「わたし、そんなこと言ってないわ」

「さてはおまえ、いざセリフを言ったら恥ずかしくなったから撤回したいんだろ？　はっはっは、千雨さんはわかりやすいなー」

「っ」

　あっ、ヤバい。

　軽くからかったつもりだったんだが、どうやら図星ストライクだったっぽい。

　千雨は肩どころか口まで水に浸からせてしまった。

　むー、自業自得だが、困った。

　これじゃ好感度を上げるどころじゃない。

　そして──千雨ちさめの水着が見られない。

「……仕方ないな」

　なので、俺おれは最終手段を使うことにした。

「？　どういう意味？」

「いや、別に。それより、千雨。シャツを返してくれてありがとう。なんだか寒くなってきたから、着るよ」

「えっ」

「あー、まだ少し千雨のぬくもりが残……」

「きゃああああああっ!?」

　冷静に考えれば、俺が噓うそを言ってることはすぐにわかったはずだ。

　なにせこのシャツは今まで水に浸つかっていた。

　千雨の体温なんてビタ一文残っていやしない。

　けれど。

　パニックになった千雨は、シャツを着ようとする俺を止めようと、飛びかかってきた。

「こ、このセクハラ教師！　早くシャツを渡して……！」

「はい」

「えっ、なんで、やけにあっさり返して──」

「いや、だってもう目的は果たせたし」

「あっ──」

　ぼちゃんとシャツが水面に落下。

　ようやく俺にからかわれたと気づいたのか、水着姿の千雨は耳たぶまで真っ赤になった。

　千雨のイメージとは合わない黒い水着。

　水に濡ぬれたせいか、引きしまった肌にきゅっと食い込んでいて──。

「ミッションが逆だったら、とっくに第二章に行ってると思うんだけどな」

「えっ……どういうこと？」

「今のおまえが可愛かわいいってこと」

「………っ！」

　あうあうと口をパクつかせた後で、千雨は水の中に戻るか悩んだが……。

「ふ、ふん。お世辞はいらないわ。どうせ、先生はハイネみたいに胸の大きな女の子が好きなんでしょ？」

「おまえ、本当に素直じゃないな」

「わたしが素直になるのはお兄ちゃんだけだもん」

「………」

「この恥ずかしい水着だって、お兄ちゃんの前だったら平気だったもん。パリコレのモデルみたいに着こなして見せるんだから！」

　無理だろ。

　そもそもおまえはモデルって言うには色々足りない気がするし。

　身長とか、身体からだの凹凸とか。

　そんな証言をしたら千雨ちさめが機嫌を損なうのは間違いなくて──。

「ん？」

　そこで、水面がかすかに揺れて……いや。

　この気配は……！

「悪い、千雨」

「えっ、きゃっ!?」

　強引に千雨を抱えあげてから、一気に砂浜へと飛ぶ。

　これでも俺おれの正体は、クエスタニアを滅ぼすと言われたドラゴンだ。

　今は封印のせいで力は全盛期の十分の一ほどに抑えられてるが、これくらい朝メシ前である。

「ば、ばか！　早く降ろしなさい！」

「わかったって。だからそんなに叩たたくな！」

　ああ、ドラゴンの姿は嫌いだったけど、今だけは硬いウロコが欲しい。

　千雨にぽかぽか叩かれながら砂浜に着地した俺はため息を吐ついた。

　砂浜に千雨を降ろすと、彼女はいきなりあんなことをした俺から逃げるでもなく、こちらに向かってきて、

「どういうこと？　なんでこんなことしたの？」

「静かに。来るぞ」

「えっ──」

　何が？　という疑問とともに、ソイツは現れた。




　竜だ。




　デザイン的には昔図鑑で見た首長竜に似てるかもしれん。

　だが、どう見てもこっちの方が凶悪そうなツラをしてやがる。

　頭から鋭角な角が二本生えてるし、口からは不自然なほどに鋭い乱らん杭ぐい歯ばがはみ出している。

　おまけに、全長はゆうに三十メートルを超えるんじゃないかってくらいに、デカい。




「水竜アクアドラゴンか」




　クエスタニアで見たことがある。

　異世界の海辺に生息するモンスター。

　普通はもっと沖合に生息してるはずなんだが……正体がドラゴンである俺おれに引き寄せられたんだろう。

　前も地竜アースドラゴンが寄ってきたことがあった。

　ここは魔ま導どう書しよの中。

　当然コイツもニセモノだが、性質自体は変わらないらしい。

「せ、先生！」

「落ちつけ」

　オォオオオオオオオッ！　と咆ほう哮こうを上げるドラゴンを見つめながら。

　俺は千雨ちさめに、言う。




「狩るぞ」




「えっ──」

　俺の言葉に彼女は呆ぼう然ぜんとしていたが、構わずに続ける。

「あれを倒すんだよ。まあ、大丈夫。なるべくかったるいことはしたくないが、あれくらいなら問題ない」

　俺たちならやれるさ、と。

　教師っぽい口く調ちようで言ってから、俺は無詠唱魔法を発動させた。





　　◆◇◆◇◆






　別に千雨にカッコいいところを見せて好感度を上げようとか、そんな思春期真っ盛りのガキみたいなことを思ったわけじゃない。

　俺の役目は、千雨を将来エルフに転生させること。

　だから、確かめてみたかったのだ。

　千雨の──自分の生徒の実力を。

　コイツは学園に通い出してから、毎日俺の授業を受けてる。

　クエスタニアの歴史についても教科書で色々教えてる。まあ、教科書にはクエスタニアの発展に貢献した偉人としてハイネが大々的にフィーチャーされてて、かなりうんざりするんだが……それでも授業を熟こなして、さらには何十冊もの魔ま導どう書しよの中で実践的な訓練を積んできたのだ。

「ま、なんとかなるだろ」

　つぶやいてから、さきほどの無詠唱魔法の効果が発動。

　俺おれたちの前に魔力障壁が展開された──その瞬間だった。

　轟ごう音おん。

　砂浜を強烈な衝撃が襲う。

　水竜アクアドラゴンが口から吐き出した土石流のような鉄砲水が、俺たちを襲っていた。

「きゃっ!?」

　悲鳴を上げつつも、千雨ちさめは竜から目を離さなかった。

　これも俺の教え。

　教師として、戦闘中に敵から目を離すなんて愚行はさせたくなかった。

　それに、今は俺の魔力障壁があるから怪け我がをする心配はない。

「よし」

　水弾が防御されたことがトサカに来たのか、ドラゴンが猛烈な勢いで突進してくる。

　その凶暴そうなツラを一いち瞥べつした後で、俺は千雨の肩を叩たたいた。

「がんばれ、教え子」

「あなたはそれでも教師なの!?　あんなのの相手をわたしにさせる気!?」

「落ちつけって。そんなに叫ぶと身体に悪いぞ」

「………っ！」

　あっ、ヤバい。

　つい昔のノリで声をかけちまった。

　千雨の身体からだがまだ弱かったころに俺がよく言ってたセリフ。

　九重ここのえ湊みなとの言葉で。

　でも──。




『助けてお兄ちゃん！　一人で倒すなんて、絶対無理！』




　──懐なつかしいな。

　そういえば、昔似たようなことがあったっけ。

　あれは、たしか──八月。

　今に似たバカみたいに暑い日だった。

　あのとき、俺はたしか千雨の病室で──。

「先生？」

　千雨ちさめの言葉で、ハッと我に返った。

　そうだ、今は思い出に浸ってる場合じゃない。

「じゃあ、やるぞ、千雨」

「ま、待って！　一人で倒すなんて、絶対無理よ！」

「俺おれがサポートする。けど、まずはおまえ一人でやってみろ。あれくらいのモンスターを倒せないようじゃ、クエスタニアでやっていけないぜ？」

「うっ……」

「おまえは幼なじみを探すんだろ？」

　その言葉はどんな魔法よりも効果的だった。

　千雨の瞳ひとみに光が宿る。

　少女は覚悟を決めたような目つきで、青い竜をにらみつけてから──。




「──もちろんよ！」




　そうつぶやいた後で、右手の掌てのひらを前にかざす。

　閃せん光こう。

　見事な無詠唱魔法スペルキヤンセル。

　今までの授業たたかいと同じ。

　千雨はギアが切り替わるのにやや時間がかかるが、魔法の才能だけなら天才的だ。

　将来、女神って呼ばれる存在になるなんて言われても信じられるくらいに。

「!?」

　ドラゴンの前進が止まる。

　閃光を浴びた海面が、一気に凍結。

　千雨が発動させた氷結魔法の効果だ。

　なみの魔獣なら、身体からだまで凍結する威力があるが、まだ足りない。

「力をセーブしすぎだ」

「えっ──」

　幼なじみが俺の助言に反応しかけた瞬間、破砕音が響き渡る。




　水竜が、口から吐き出した水弾で氷結した海を強引に破壊していた。




「───っ」

　一気に千雨の顔がこわばる。

　戦法としては悪くなかった。今の氷結魔法は半径五十メートルもの広範囲を一気に凍結させていた。

　転生者候補……いや、クエスタニアにいる魔術師の中に、無詠唱でこれほどの魔法を行使できるヤツはそうはいない。

　足止めには申し分なかった。

　けど、決着トドメには至らない。




『おまえは出し惜しみしすぎなんだよ』




　──そう。

　夏の暑い日、俺おれが千雨ちさめの病室にゲームを持ちこんだことがあった。

　ゲームはかなりメジャーな家庭用据え置き型。重かったが自転車で運んだ。夏休みにバイトして、新作のＲＰＧまで買った。

　全部、千雨と一緒に遊ぶためだ。

　そして汗だくになってゲーム機を持ちこむと、千雨は喜んでくれた。




　あの日は──千雨の誕生日だった。




　あのときも開封したばかりのＲＰＧで遊んだっけ。

　ゲームにはバトルパートもあって、俺と千雨はコントローラーでお互いのキャラを操作して、モンスターと戦ったのだ。

　ちょうど、今みたいに。

「千雨」

　こちらへ襲い来る水弾を障壁で防ぎながら、俺は助言する。

「出し惜しみしなくていい。もっと思いっきり魔法をぶちかませ」

「えっ……でも……」

「わかるよ。おまえは敵の仲間が他にいないか不安に思ってるんだろ？」

「！」

「だから余力を残そうとしている。けど、大丈夫だ。気配から察するに、あいつに仲間はいない。あいつで終わりだ。手加減は必要ない。思いっきり、決めろ」

「先生……」

　千雨は何かを言いかけたが、黙った。

　けれど、覚悟を決めたように。

「──うん」

　頷うなずいてから、間髪いれずに無詠唱魔法スペルキヤンセル。

　今度は氷結魔法じゃない。




　圧倒的な、赤しやつ光こう。




　千雨ちさめが放ったのは、大出力の炎の魔法だ。

「………っ!?」

　まるで嵐あらしだ。

　放たれた紅ぐ蓮れんの業火に吞のみこまれ、水竜アクアドラゴンは苦く悶もんの声を上げる間もなく、蒸発した。

　通常の炎ではここまでの破壊はおこらない。

　魔法。

　それも、膨大な魔力を持つ千雨だからこそできる超絶技巧。

「や、やった」

　跡形もなく消滅した竜を見て、千雨がつぶやいた。

　つぶやきは、歓声へと変わる。

「やった！　わたし、竜を倒せた！　今までの授業でもこんなに大きな敵を倒したことなんてなかった！」

「ああ、よくやった」

　教え子を祝福するみたいに、ぽんっと頭を撫なでると、千雨は「あっ」と声を上げた。

　そして、恥ずかしそうにしながらも、受け入れる。

　その姿を見ながら、俺おれは改めて思う。

　──ああ。

　やっぱり、俺はコイツらと過ごす日常を守りたい。

　状況は違う。

　それでも昔みたいに二人で戦ったら、改めてそう思えて──。

「！」




　瞬間、空にヒビが入った。




　まるで卵の殻でも割るみたいに、あっさりと。

　これは……。

「……終わったのか？」

　序章のときのように効果音は鳴ってないが、わかる。

　第一章が終わろうとしてる。

　つまりそれは、千雨からの好感度が上がったってこと。

「そうみたいね」

　どこかフクザツそうな様子で、千雨ちさめがつぶやいた。

「なんだよ、残念そうだな」

「……うん。だって、もうちょっと先生と遊びたかったし」

「まあ、おまえがそんなデレたセリフを言えるってことは、本当に第一章が終わったんだな」

「………」

　軽口を言ったってのに、千雨は黙ったままだった。

　だけど、少し迷ってから。

　千雨は、覚悟を決めたみたいに。




「……先生」




　俺おれの身体からだに抱きついてきた。

　もう離さない。

　そう言わんばかりに。

「……千雨？」

　空に出来たヒビが徐々に大きくなり、世界が壊れていく。

　そんな中で、千雨は──たった一人の幼なじみは、俺の顔を見つめてきた。




「たぶん、この世界が終わるのは……わたしが、確信できたからだと思う」




「───っ」

　いつもの軽口ではぐらかすことはできなかった。

　涙が浮かんだ千雨の目は、ひどく真剣だった。

「思い出したの。昔……すごく、暑い日。あれはわたしの誕生日だった。こんな風に、わたしはお兄ちゃんと一緒にモンスターと戦ったことがある」

　それが俺から何もかも奪う。

　反論も。

　抵抗も。

　理性も。

　気づいたら──。

「あっ」

　ただやさしく。

　俺おれは千雨ちさめの華きや奢しやな身体からだを抱きしめていた。

　その行為に応こたえるように、千雨は俺の胸に顔をうずめながら──核心に踏むこむ。




「やっぱり、先生は──お兄ちゃんなんでしょ？」












第３話　喧けん騒そうカーニバル







　喧けん騒そう。

　気づいたら、俺おれは別の世界にいた。

　街中である。

　まるで祭りでもやっているように賑にぎわっていて、頭上には夜空。

　服装も濡ぬれた服からまるで新品同様に様変わりしていて……って、そうじゃねえ。

「千雨ちさめ？」

　声を出すが、周囲に千雨はいない。

　おそらく、ここが第二章。

　第一章は誰もいない海岸だったが、第二章はその対極だ。

　大勢の人ごみ。

　まあ、全員魔ま導どう書しよが用意したニセモノなんだろうが……いや。

　今はそんなことより。




『やっぱり、先生は──お兄ちゃんなんでしょ？』




「……ますますやっかいなことになってきたな」

　千雨に俺の正体がバレた。

　前に一度、千雨は俺の正体に勘付きかけてたことがあったが、そのときは誤ご魔ま化かした。

　けど、今回はダメだろう。

　俺の中にはそんな確信があった。

　幼なじみだからかもしれない。




　俺が何を言っても、あいつの中の認識は変わらない。




　あいつは、俺が九重ここのえ湊みなとだと見破った。

　もしこのことがニーナ……管理局の上層部にバレれば──。




「……ルミナ？」




　喧騒の中でもはっきりとわかる声。

　ジルベットだ。

　つまり、この第二章で攻略しなくちゃいけないのはコイツってことになる。

「大丈夫？　ひどい顔してる」

「ああ。せっかく楽しんでたのに、どん底に落とされた感じだ」

「楽しむ？　ルミナもお祭りを楽しんでたの？」

　訊たずねてくるジルベットの手には香ばしそうな串くし焼やき肉が。

　うん。

　どうやら千雨ちさめと違って、コイツは俺おれが来る前からこの第二章で目を覚まして、行動を開始してたらしい。

　さすがクエスタニア最強の剣士。

　見事な落ちつきっぷりである。

「ルミナも、食べる？」

「えっ……」

「色々買ったの。リンゴの蜂はち蜜みつづけとか、焼き菓子とか、限定品の飴あめとか……」

「………」

　いくらなんでも落ちつきすぎじゃねえか？

　ジルベットが持っていた紙袋には大量の食糧が入っていた。

　コイツ、すっかり祭りを満喫してやがる。

「……いらない？」

「もらうよ。だからそんな残念そうな顔するな」

「うん。はい、あーん」

　いつも通りのクールな様子で、食べ物を差し出してくるジルベット。

　通常営業の俺だったら気遣いならいらないって言ってるんだが、今は色々考えなくちゃいけない。栄養は必要で……ん？

「なあ、ジルベット」

「なに？」

「一つ聞きたいんだが、それって……なんだ？」

「限定品の飴」

「まあ、それはわかるよ。でも、形がおかしくないか？」

　ほら、よくあるでしょ？

　某ネズミの国とかで売ってる商品。

　キャラクターの形をしたお菓子である。

　ジルベットが差し出してきたものもその類たぐいなんだろう。

　ただ、嫌すぎることに棒に刺さった飴は、どっからどう見ても人型だった。

　しかも、ハイネそっくり。

　まさか、この祭りは……！

「そっか。ルミナはドラゴンだったから、来たことがなかった」

　街を行きかう子供たち……金髪のカツラを被ってエルフ耳っぽい飾りをつけて遊ぶヤツらを見ながら、ジルベットは言う。

「これは、クエスタニア最大のお祭り。ハイネ・タウゼント感謝祭」





　　◆◇◆◇◆






「──最悪だ」

　祭りの最さ中なか。

　広場に設置されたテーブルで、俺おれはジルベットに事情を話した。

　この魔ま導どう書しよについて、何もかも。

　さすがに慌てるかと思ったが、さすがクエスタニア最強の剣士。

　一度俺を殺しただけのことはある。

　いつものクール＆ドライな態度で話を聞いてから、




『ルミナがそう言うなら、信じる』




　可愛かわいらしいアニメ声で答えてくれた。

「落ちついて。たしかに、この状況は困難。ジルたちが魔導書から出るにはミッションをクリアしなくちゃいけない」

「今はそんなことはどうでもいい」

「？　どうしてそんなに頭を抱えてるの？」

「………」

　……いや。

　そりゃあ頭を抱えたくもなりますよ？

　目の前を通り過ぎていく山だ車し──巨大なハイネの顔の装飾ハリボテが載った祭りの出し物を見ながら、俺は深々とため息を吐ついた。




　ハイネ・タウゼント感謝祭。




　クエスタニアではかなりポピュラーかつトラディショナルな行事で、この日ばかりは異世界のどこに行ってもお祭り騒ぎ。

　慈愛と繁栄の女神。

　その二つ名をほしいままにし、クエスタニアに大きな発展をもたらしたハイネを奉る祭りなんだそうだが……。

「……落ちつかねえ」

「？　どうして？」

「なんか、ゾンビの群れに囲まれた気分だ……」

「元気出して。……飴あめ、食べる？」

「遠慮しとく。その飴、やたらと甘いし」

「ハイネ・タウゼントの優しい性格を表現したらしいの。ジルはとってもよく似てると思う」

「ベタベタ引っ付いてくるとかが特にな！」

　飴をガジガジかじるジルベットに叫んだ。

　知り合いの形をした食べ物をよく食えるな、コイツ……。

「でも──今のルミナは、よくない」

　ハイネの飴を首なし死体状態にした後で、ジルベットは続ける。




「ルミナは、千ち桜ざくら千雨ちさめに正体がバレた」




「……ああ。ダルいことにな」

　重々しくため息をつく俺おれを、ジルベットは「むっ」と見つめてから。

「落ちこんでる場合じゃない。何か対策を考えないと」

「対策？」

「そう。ルミナの正体がバレたことは、ニーナに知られちゃったと思うから」

「は？」

「わたしも管理官でニーナの秘書だったからわかる。管理官にとって生徒に正体を知られるっていうのは、禁忌タブーの一つなの。だから、管理官は気づかないうちに魔法をかけられてる。生徒に正体が知られたら、問答無用で記憶を奪われて現世に転生させられるって魔法が」

「なっ……」

「ジルが千桜千雨に正体を明かさない理由の一つは、それ。きっと、ジルにかけられた魔法は解けてない。きっと、今教えたら……」

「……記憶を奪われて、現世に送られる？」

「そう。奪われた記憶は、管理局に資料データとして保管される。きっと今ルミナが無事なのは、魔ま導どう書しよの中にいるから。イレギュラーな空間だから、魔法が発動しない。でも、魔導書から出れば──違う」

「………」

　じゃあ、何か？

　たとえ魔ま導どう書しよから脱出しても、俺おれは現世送りにされちまうってことか？

　記憶をリセットされて。

　そんなことになったら……。




「大丈夫」




　俺たちの日常が終わる。

　そんな不安に駆られかけた俺を安心させるように、ジルベットが笑ってくれた。

　──ああ。

　ホントに、コイツは大したヤツだ。

　こんな状況だってのに、俺を気づかってくれて──。

「いざとなったらジルがなんとかする」

「？　具体的には？」

「反乱クーデター」

「………」

「管理局がルミナを現世送りにするんなら、力ずくでどうにかすればいい。上層部の管理官は優れた転生者。管理局のルールは彼らが決めてる。だったら、彼らを物理的な力で排除すれば──」

「怖いこと言うな！」

「ジルは、ルミナがいなくなる方が、怖い」

「いや、そう言ってもらえるのはすげえありがたいが……」

「ここで問題。１い８や７な８や２つ＋１い８や７な８や２つは？」

「３み７な５ご６ろ４しー!?」

　……あれ？

　さすがに冗談ですよね、ジルベットさん。

　その割には目がマジと言うか、小声でブツブツ「相手は上層部の管理官……約十名……まずは一カ所に集めて……」なんて物騒なこと口走ってるけど、全部小粋なジョークだよね？

　あはは、なんだか申し訳ない。

　俺のことを気づかってこんな冗談まで言ってくれるなんてさ。

「……あっ、やられた」

「えっ……」

「上層部の管理官との戦闘をイメージしてみたんだけど、八人目でやられて、反乱の真意を確かめるためだって言って監禁されて尋問されて拷問された」

「………」

「むぅ。さすがのジルでも厳しい。ジルが七人倒すから、三人はルミナが始末──」

「わかった、落ちつけ、ジルベット」

　やだ、この子、思いつめると割と一直線ホラー！

　つーか、その上層部の管理官には元上司ニーナも入ってるだろ？

「心配すんな。俺おれがなんとかする。だから虐殺プランはＮＧ」

「……ほんと？」

「任せろ。力は封印されてるけど、これでも姑こ息そくな手段を考えるのは得意なんだ。──出し抜いてみせるさ」

「──うん」

　それでこそ、ルミナ。

　そうつぶやいて、ジルベットは心なしかうれしそうにはにかんだ。

　ん？

　このリアクションからするに、やっぱりさっきのは冗談か？　俺のことを元気づけようとしてくれたのか……あー、くそっ。

　マジでいいヤツじゃん、コイツ。

「第一章に続き、俺がヒロインだったらとっくに次の章に行ってるんだがな」

「次の章……」

「ああ。問題は色々あるが、章を進めなくちゃいけない。そうしないとこの魔ま導どう書しよから脱出できないからな」

「おかしな設定……」

「まあ、ハイネが作った魔導書だしな」

　でも、疑問も残る。




　もしかしたら、ハイネが作ったという理由だけでこの魔導書のシステムに納得しちゃいけないのかもしれない。




　俺の心の中にある何かがそう言っている気がした。

　なぜ、俺がヒロインを攻略しなくちゃいけない？

　もしかして、何か他の理由があるのか？

「ところで、千雨ちさめを見なかったか？」

「ううん」

「そっか……」




　ひょっとしたら、あいつはすでにもう魔ま導どう書しよから脱出できたのかもしれん。




　第一章で俺おれは千雨ちさめを攻略した。

　攻略っつってもある程度まで好感度を上げただけで、別に口説き落としたわけじゃないんだが、それであいつはヒロインとしての役目を終えたとしたらどうだ？

　今俺たちがいる世界が魔導書──物語なら。

　役目を終えた登場人物は舞台ストーリーから退場するだけである。

　物語を進めるのは、残された登場人物たちだ。

「ところで」

　猫耳をわずかに震えさせてから。

　ジルベットはいつもの無感情な口く調ちようで。




「ルミナは……ジルとデートしてくれるの？」




「──ああ、もちろん」

　うなずいた瞬間、ジルベットの猫耳がぴくっと立った。

　そのまま俺の話を聞き逃さないようにこちらに向く。

　……うん。

　なんとなく生徒ジルベツトとの接し方がわかってきた気がする。

　コイツ、リアクションがわかりづらいように見えて、かなりわかりやすいヤツなんじゃないか？

「じゃあ、お祭りを見て回る？　……二人で」

「ああ。ハイネのコスプレはしないけどな」

「でも、ジル、もうお金がない。クエスタニアのお金は持ち歩くようにしてるけど、全部使っちゃった」

「まあ、あれだけ散財すればな」

「あぅ……」

　かすかに頰ほほを染める獣人剣士。

　自分の行動を恥じてるのかもしれんが、コイツがはしゃぐのも無理はない。




『だって、ジルにはそれしかなかったから』




　以前、ジルベットはそう言っていた。

　そう、ジルベットは現世での──月つき宮みや奈な々なとしての記憶を持ち合わせちゃいない。




『たぶん、現世で死んだときのショックが原因。そのせいで記憶が消失した。だから、ジルにとってはクエスタニアで強くなることがすべてだった』




　ジルベットの年齢は俺おれとほぼ変わらない。

　なのに──そんなセリフを言うほどに、コイツは追い詰められてたんだ。

　強くなることが、すべて。

　その一心で異世界を生き抜いて、世界を滅ぼすと呼ばれたドラゴンまで倒した。




　けど──それが間違いだって気づかされた。




　なぜなら倒された当の本人である俺はただ異世界生活を謳おう歌かしたいだけだったのだから。

　それを知ったジルベットは後悔し、すべてをやり直したいと思った。

　けど、それも失敗し──今では俺の生徒になって、第二の人生を歩き始めた。

　その結果、コイツの中で強くなることがすべてじゃなくなりつつある。

　じゃなかったら祭りではしゃいだりしないはずだ。

「まあ、教師の端くれとしては、うれしいことだけどさ」

「………？　どういう意味？」

「別に。大した意味じゃねーよ。それより、祭りを回ろうぜ」

「でも、お金は？」

「祭りってのは見て回るだけでも楽しいもんだ」

「……ルミナ、もしかして、お金を持ってない？」

「バレたか」

　あいにく俺はジルベットみたいにクエスタニアの金を持ち歩くなんてことはしちゃいない。

　そもそもドラゴンだったから、クエスタニアで金なんて持ったことないし。

　管理官になってからは手に入ることもあったが、俺にとって異世界クエスタニアでの日常はさっさと忘却の彼方かなたに追いやりたいものだった。

　だから、極力クエスタニアのものとは関かかわらないように……。

「でも、ルミナからはお金のにおいがする」

「……は？　いきなり何を──」

「ルミナからはお金のにおいがする」

「聞こえなかったって意味じゃねえから二回も言わなくていい！　つーか、やめろ！　可愛かわいい声してるんだからそんな生々しいセリフを吐くな！」

「んっ……えへへ。ルミナに、可愛いって言ってもらえた」

「俺おれは事実を言っただけだ」

「ジルも事実を言ってるだけ。ルミナからはお金のにおいがする」

　具体的には、制服のポケットあたり、と俺の服を指さすジルベット。

　においって……まさか、比ひ喩ゆじゃなくて、本当に金の匂においがしたのか？

　さすが獣人。

　五感の切れ味が常人とは段違いらしい。

　俺も竜だったころは五感の鋭さは快刀乱麻だったが、今は封印をかけられてるせいでそのあたりも鈍く……ん？

「なっ……！」

　自分の懐ふところをあさった瞬間。

　俺は、第二章における勝利を確信していた。





　　◆◇◆◇◆






「まいどあり～！」

　一時間後。

　祭りでにぎわっている大通りの一角。

　そこで露店を開いていた行商人に見送られながら、俺とジルベットは人ごみの喧けん騒そうを縫うように歩き出した。

「ルミナ、本当にいいの？」

「ああ、今日の支払いは俺が全部持つ。心配するな」

　懐から出した布財布……クエスタニアの紙幣でパンパンに膨らんだそれを高らかに掲げながら、宣言する。

「金なら腐るほどある」

「………」

「第一章の水着と同じだろうな。俺の懐に入ってたこの見慣れない財布も、魔ま導どう書しよがくれたアイテムの一つってわけだ……くっ、ははは！　いいアシストするじゃねえか！　これで今夜はパーティーだ！」

「……ルミナ、楽しそう」

「当然だ！　ＲＰＧで有り金チートとかオタクなら一度はあこがれるシチュエーションだぜ！　あはははは！」

　あっ、ヤバい。

　テンション上がりすぎてちょっとキャラが変わってる気がする。

「そんなことない。ルミナは相変わらずクズ教師さん」

「さらっと俺おれの思考を読むのはやめてくれ」

「でも……ほんとに、いいの？」

「何が？」

「うっ……だから、これ」

　ジルベットは自分の服──さきほどの露店で買った新しい衣装をつまみながら言った。

　今彼女が身に纏まとっているのは学園の制服じゃない。

　肩が大きく出たシャツと、華やかなスカート。

　ドレスのようにきらびやかじゃないが、決して地味でもない祭りにはぴったりなデザイン。




　街娘。




　言うなればそんなとこだろう。

　クエスタニア最強と呼ばれた獣人剣士はお金の力によって物の見事にジョブチェンジしたのだった。

「こんな衣装を買ってくれるなんて」

「言ったろ？　金は腐るほどあるんだ。どうせこの世界でしか使えない代物だ。宵越しの金は持たない主義でいこう。それに……」

「それに？」

「似合ってるぞ」

「………」

　……そう、とか細い声でつぶやいてから、ジルベットは俺から視線をそらす。

　しかし、その猫耳は飼い主に褒められた子猫みたいにぴこぴこ揺れて今にも躍りだしそう。

　どうやら喜んでもらえたっぽい。

「でも、ビックリした。ルミナ、ジルが欲しい服を当ててくれた」

「ああ。こういうのは慣れてるからな」

「……女の子との、買い物が？」

「二次元フイクシヨンの中でならな。千雨ちさめに勧めたギャルゲーにもこういうシナリオがあった。今まで戦うことばっかりだったキャラは、こういう女の子っぽい格好に憧あこがれててさ。王道だけど、好きな展開だ」

「なんだかものすごく失礼なことを言われてる気がする……」

「ゲームだってちょっとは役に立つってことさ。おまえが喜んでくれたなら、結果オーライだ」

「……うん。ルミナの言う通り、こういうフツーの女の子らしい服を着たことはなかったから……ジル、すごくうれしい」

「そっか。じゃあ、行こうぜ？」

「あっ……」

　人ごみのなかではぐれないように手をつなぐと、ジルベットの身体からだがかすかに震えた。

　少し驚かせちまったかもしれん。

　それでも、ジルベットはきゅっとこちらの手を握り返してきて……って、待て。

　なんで俺おれはこんなリア充っぽいことを自然にしてんの？

　金か。

　これが金の力なのか。

　憧あこがれてた有り金チート展開を実行してるせいか、省エネ主義の俺には珍しくテンションが上がっていて……でも、冷静に考えればジルベットって前世では声優だったんだよな。

　しかも千雨ちさめ曰いわく、超絶売れっ子。

「………」

　今さらながらに。

　元声優っていう特殊な経歴を持つ女の子とデートしてることに、少し緊張してきた。

　繫つないだ手の温かさが。

　徐々にこちらの平常心を奪っていく気さえする。

　でも──。




「──悪くない、かな」




　第一章千雨のときと同じ。

　この状況を楽しんでいる俺がいた。

　かったるいことはなるべく避けてとおるのがルミナ・ナインフィールドの信条だ。それは他人とのコミュニケーションにおいても同様。

　けど、俺は他人を気づかいながら祭りを満喫するなんてことをしてる。

　人は変われる。

　なんてことを軽く言うつもりは毛頭ない。

　だけど、この魔ま導どう書しよは俺に変化をもたらしてるかもしれん。

　徐々にだけどさ。




「──ありがとう」




　次はどこを見て回ろう。

　そんなことを考えながら大通りの先にある広場に辿たどりついたところで、ジルベットにお礼を言われてしまった。

「ジル、とってもうれしい。男の子と……こんな風にデートをするのは初めてだから」

「そっか、喜んでもらえてよかったよ。それより、ジルベット」

「……何？」

　楽しそうにするジルベットに、俺おれは何気なく訊たずねる。




「何か、やりたいことはないか？」




「えっ──」

　ピクンッと。

　ジルベットの猫耳が震えた。

「せっかくデートしてるんだから、おまえの希望を叶かなえたいんだよ」

「クズ人間のルミナがそんなことを言うなんて……」

「勘違いするな。俺は今でも省エネ主義。かったるいことは、さっさとすませて、さっさとこの魔ま導どう書しよから出たいだけだ」

「………」

　ジルベットは。

　しばらく黙った後で。

「……噓うそつき」

「えっ」

「ルミナは、ジルを気づかってくれてる」

「はん。何を言うんだ。俺はさっさとおまえの好感度を上げたいだけで──」

「そういうところが、ルミナはずるい。クズい」

「いや、クズいって……」

「でも、ありがとう。ジルはルミナに気づかってもらえてうれしい」

「………」

　……まったく。

　やりにくい。

　剣士の勘とでもいうのか、ジルベットにはこっちの思惑がバレバレだ。

　たしかに、俺おれはジルベットを気づかってる。

　らしくないことに。

　だって──。




　コイツは、少し千雨ちさめと似てるのだ。




　身体からだが弱かったせいで、思いっきり遊べなかった千雨。

　そんなあいつも、第一章で海を見れた。

　長い間抱いてた希望を叶かなえられたのだ。

　正直──悪い気はしなかった。

　だから、俺はジルベットに同じことをしたかった。

「別に、なんでもいいんだぜ？　俺を殺したときみたいに、遠慮しなくていい。何でも言ってくれ」

「………」

　軽口のつもりで言ったんだが、ジルベットの返答はなし。

　さすがに俺を殺したのは、まだ笑い話にするには早いネタだったか？

　そう思った──瞬間だった。

「わかった」

　ジルベットはうなずいた後で、繫つないでいた手を放した。

「ジルがやりたいことを言う。ルミナとこうやってお祭りを見て回るのもとっても、楽しい。でも──」




　──それだけじゃ、ダメなの。




「えっ──」

　立ち止まる俺に。

　ひどく真剣な口く調ちようで、ジルベットは続ける。

「ルミナの役目は、ジルの好感度を上げること。つまり……ジルを満足させるってこと。このままじゃきっと……ジルは満足できない」

「………」

　どういう意味だ？　とは問わなかった。

　そんな暇もなかった。




　突然、ジルベットの手に、一振りの刀が握られていた。




　おそらく魔法がかけてあるのだろう。

　魔剣。

　音もなく現れたそれは、そんな代物だ。

　街娘の衣装を身に纏まとったままで、ジルベットは静かに刀の鯉こい口ぐちを切る。




「ごめん、ルミナ」




　そして、彼女は申し訳なさそうに告げる。

「たぶん、こうしないとジルは満足できない」

「なっ──」

　一いつ閃せん。

　怖おぞ気けの走るほどの速さで放たれた一刀を、俺おれはバック転で回避していた。

　着地した瞬間、追撃が来る。

　反射的に無詠唱魔法スペルキヤンセルで障壁を発動。

　文字通り、目にも留まらぬような速さで放たれたジルベットの三段突きを防御して……いや、待て。

　なんだ？

　どうしてコイツはいきなり斬きりかかってきたんだ？

「ルミナ」

　思わず距離を取った俺に。

　ジルベットは、刀を正せい眼がんに構えながら、告げる。




「ジルと、戦って？」




「───っ！」

　瞬間、疾風。

　告白と同時にジルベットは風魔法を無詠唱で発動させていた。

　その風に乗るように、ジルベットは加速。

　全体重を乗せた一撃で、こちらの魔法障壁を破りにきた……！

「チッ！」

　──防ぎきれない。

　そう判断した俺は、距離を取りながら業火を放ち、ジルベットをけん制する。

　しかし、当たらない。

　当然だ。

　ジルベットはクエスタニア最強の剣士。

　そして、最速の剣士。

　この程度じゃ影さえ踏めない。

「くっ……！」

　──接近戦インフアイトに持ち込まれる！

　思考が行動に繫つながる。

　俺おれは掌てのひらから吹き出した炎の形状を変化。

　コンマ数秒の間に、形を持たなかった烈火が武器になる。

　剣だ。

　ジルベットの握る刀によく似た得物。

「それでこそ、ルミナ」

　交錯。

　こちらの首を刎はね飛ばそうとする横薙なぎの一撃を、炎の刀で防ぐ。

　刃やいばと刃が触れた瞬間──俺は、ジルベットのやりたいことが分かった気がした。

　きっと、これが。












　俺おれと本気で戦うことが、彼女のやりたかったことなんだろう。




　理由はわからない。

　でも、そうだということが伝わってくる。

　その証拠に、ジルベットは微笑ほほえんでいた。




「み、見ろよ！　なんだあれ！」

「祭りの出し物か？」

「すごい……二人とも、速い……！」




　気づけば、広場には俺たちを中心に円を描くように人だかりができていた。

　祭りを盛り上げる大道芸とでも思われてるのかもしれんが、こっちは必死だった。なにせ、相手はクエスタニア最強の剣士。

「───」

　剣を交えながら、思い出す。

　一度だけ、こうしてジルベットと戦ったことがあった。

　それは俺がまだドラゴンの姿だったころ。

　世界を救うという大義名分のためにやってきたジルベットと鎬しのぎを削って──。

「!?」




　突然、ジルベットの速度が上がった。




　同時に響くのは、歌。

　街娘の衣装を身に纏まとった剣士は、刃やいばを振るうのと同時に、歌い始めた。

　歓声。

　舞い踊るジルベットの姿に周囲の観客の感情が爆発する。

　でも、過去にコイツに殺された俺は知っている。

　ジルベットが口ずさんでいるのはただの歌じゃない。




　詠唱。




　華やかな声で呪じゆ文もんを歌い上げ、風をまとう。

　そして、さらに加速する。

　これがジルベット独特の闘法スタイル。

　詠唱と剣撃。

　その二つを完かん璧ぺきに同時にこなす神業。

　こんなことができるヤツを、俺おれはこの女しか知らない。

　間違いなく、ジルベットは本気だ。

　一度目の戦いのときと同じように、俺を討伐しようとしている。




「──ははっ！」




　けど、気づいたら、俺は笑っていた。

　──楽しい。

　戦いの最さ中なかだっていうのに、そう思える。

　別に戦うことが楽しいとか、そんな戦闘狂じみたことを思ってるわけじゃない。ただ、俺はうれしいのだ。




　ここまで本気を出しているのに、コイツは死なない。




　それどころか、俺を仕留めようとしてくる。

　最高だ。

　だって、そうだろ？

　俺は自分が嫌いだった。

　緋竜タイラントドラゴン。

　世界を滅ぼすと言われた獣。誰もが俺を恐れ、畏い怖ふし、殺そうとした。だから俺はやり返した。殺して殺して殺して、殺し返した。

　ずっと、一人だった。

　言葉も発せない俺はやり返すしか術すべがなかったから。

　でも──ジルベットは違った。

　あろうことか、コイツは自分の命と引き換えに、俺を殺した。

　そう、この剣士だけは、俺と対等だったのだ。

　──ああ、そうだった。

　あのとき。

　ジルベットに殺されたとき、俺は痛みと同時に、奇妙なうれしさを感じた。




　俺と同じくらい、強いヤツがいたのか。




　そんな感動を抱いた。

　怪物。

　クエスタニアで俺おれはそう呼ばれていたから。ジルベットも姿は獣人だが、能力的に言えば十分怪物で──。




『──それだけじゃ、ダメなの』




「………っ！」

　まさか、さっきの言葉。

　もしかして、ジルベットは……。




「──ありがとう」




　一体いくつ剣けん戟げきを重ねたのか。

　終わりは唐突に訪れた。

　こちらの咽のど元もとに刀の切っ先が突きつけられる。

　勝ったのは、ジルベットだ。

　その瞬間、俺たちの健闘をたたえるように、万雷の拍手と歓声が観客たちから沸き起こった。

「──負けたよ。相変わらず、おまえは強いな」

「ううん。ジルの負け」

　刀を鞘さやにおさめながら、ジルベットが首を振った。

　けれど、その顔は晴れ晴れとしているように見える。

「今のルミナは封印がかけられてる。なのに、ジルと互角に戦った」

「………」

「封印が解けて、ルミナがドラゴンの姿に戻ったら──負けてたのは、ジル。だから、今回はジルの負け」

「はん。変なところで謙虚だな、おまえは。俺はおまえに一回殺されてるんだぜ？　まあ、相討ちだったから俺もおまえを殺したけどさ」

「お世辞は言ってない。ジルが言ってるのは本当のこと。ルミナは──」




　──前よりも、すごく強くなった。




「──は？」

　そんなわけあるか。

　逆ならわかる。

　俺おれはクエスタニアにいたころより、大分ダラけた生活を送っている。

　あのころは討伐にくる冒険者を避けるように異世界中を文字通り飛び回ってたし、それでも冒険者に襲われたときは、やり返すしかなかった。

　殺伐とした時代だった。

　あのころと今は真逆。

　教師として、ハイネたちと日常を謳おう歌かしてるだけだ。

「おかしなことを言うのはやめろって。そんなこと言ったら、マジメに鍛錬してるヤツに怒られるぞ」

「でも、ルミナは強くなった。だから、封印がかけられた状態でもジルと戦えた」

「………」

「理由は、簡単。だって、クエスタニアにいたとき、ルミナは──誰かに殺してもらいたかったでしょ？」

「………」

「はっきりとそう思ったわけじゃないし、行動に移したわけでもないと思う。けど、そう思ってたはず。怪物の姿で転生して、自分に襲いかかってくる誰かを殺し続けるうちに……心の片隅で、そんなことを考えてた」

「ジルベット……」

「ジルにはわかる。ジルも、ちょっとだけそんなことを思ってたから」

　いつものクールな調子で、ジルベットは言った。

「ジルは、強くなって、誰かの役に立ちたかった。ジルは現世にいたころの記憶がなかったから。その隙すき間まを埋めたくて──自分の居場所が欲しくて、ただ強くなろうとした。けど……」

「強くなり過ぎたのか？」

「……うん。ジルのウワサが広まるうちに、いつの間にか周りに人が寄りつかなくなった。何も悪いことはしてないのに、腕試しって言われて、何十人もの冒険者に決闘を申しこまれた。壊滅させた盗賊の残党に、命を狙ねらわれて、返り討ちにしたこともあった。そんなことをしてたら──」




　──ジルは、一人ぼっちになった。




　きゅっと。

　スカートの裾すそを握り締めながら、ジルは言った。

「だから、ルミナとジルは似てる……かも」

「そうだな。だから、おまえは俺おれと戦いたかったんだろ？」

「──うん。ルミナが強いか……ジルと一緒にいても、ジルのことを怖がらないか、確かめたかった。……ごめんなさい」

「かったるいから謝んな。俺もおまえと戦えて、うれしかった」

「……ほんと？」

「ああ。けど、俺が強くなったってのは──」

「ルミナが考えてる通り。ルミナは……」

「待て。やめろ、言わなくていい」

「？　どうして？」

「こんな理由で強くなったとか、恥ずかしいだろ？」

　やれやれとため息をつく。

　だって、こんなの俺らしくなさすぎるだろ？

　強くなった理由。

　それが──。




「──ねぇ、ルミナ？」




　さきほど歌声を披露した華やかな声で、ジルベットは甘えるようにつぶやく。

「ぎゅって……してもいい？」

「おう。殺されかけるよりはだいぶハードルが低いからな」

「ありがとう……えへへ」

　うれしそうに微笑ほほえんでから、ジルベットが抱きついてきた。

　身体からだに触れる温かさ。

　ただ強く、俺という存在を求めるように、ジルベットは肌を重ねてきた。

　──もしかしたら。

　ジルベットは、ずっと誰かとこうしたかったのかもしれない。

　孤独。

　失った記憶を埋めるために、誰かの役に立ちたいと思った少女は──皮肉にも、誰からも避けられるようになった。

　異世界で怪物の姿に転生した、俺のように。




「今までがんばったな、ジルベット」




　だから、俺おれもジルベットを抱きしめることにした。

　まあ、なんだ。

　すさまじく俺らしくない行動だが、教師の端くれとして生徒を褒めてやりたくなったわけで──。

「！」

　直後、異変が起きた。




　ジルベットが、俺の頰ほほに口唇くちびるを重ねてきたのだ。




「……ルミナ」

　口唇が離れた後で、ジルベットは可愛かわいらしくつぶやく。

「キス、していい？」

「いや、おまえ、もうすでにして──」

「あぅ……その……もう、一回」

「……わかったよ」

　チクショウ。

　卑ひ怯きようだ。












　こんなおねだりされて、断れるわけがない。

「えへへ、ありがとう」

　ジルベットは、再び俺おれの頰ほほにキスしてから、お礼を言った。




　同時に──世界が変わる。




　空にヒビが入った。

　これは第一章のときと同じ。

　第二章が終わる。

　つまり、俺はジルベットの好感度を上げることができたわけだ。

「ルミナ」

　そして。

　終わり行く世界の中でジルベットは頰に三度目のキスをしてきた。

「……ジルベット？」

　思わず見つめ返すと、獣人の剣士は照れくさそうにはにかんでから──桜色の口唇くちびるで言葉を紡ぐ。




「ジルは、ルミナのことが大好き」





第４話　日常ウェディング







『……いいんです。ハイネは、ルミナさまの胸の中で逝いけるのでしたら、それで満足です……』

　そんな声を聞いて、俺おれの意識はかすかに覚かく醒せいした。

　寝ボケた目で声の発信源を見つめる。

　ヌイグルミである。

　たしか、昨日の夜に『これをハイネだと思って大事にしてください～！』とハイネが言ってきたので、あいつが部屋から出ていった後で、迷わずにゴミ箱に投棄して……いや、待て。

　ここは……。




「おはようございます、ルミナさま」




　にっこりと。

　ベッドで目を覚ました俺の隣には、ハイネがいた。

　何も服を着ていなかった。

「………」

　とりあえず。

　俺はんーっと数秒間伸びをしてから。

「ちょっと待ってろ。今この気持ち悪いヌイグルミを処分するから」

「あの、ルミナさま？　もうちょっと驚いてくれても──」

「おまえの裸は見飽きた」

「ひどいー!?　でも、それはハイネとしてはすごく魅力的なセリフー！」

　ベッドの上でもじもじと身体からだをよじらせるハイネにシーツをかけてから、今朝と同じようにヌイグルミを冷蔵庫にぶちこんだ。

　もちろん。

　さっきまでのが夢だなんてそんな展開はありえない。




　俺たちは、魔ま導どう書しよの中に入った。




　つまり、ここは──。

「俺の部屋を作ったのか？」

「はい！　そういうことです！　ルミナさまの役目はすべての章を読破クリアして、ハイネたちの好感度を上げることですから～！」

「待て。おまえ、この魔ま導どう書しよのことを……」

「知っています！　今現在、ハイネはこの魔導書と意識を共有していますから」

「は？」

「ルミナさまも序章チユートリアルで出会ったでしょう？　ハイネの姿をしたとてもプリティーな……」

「虫けら？」

「妖よう精せいです！　どうやら、あれは元々ハイネの一部だったみたいなんです。人格というか、魂というか……ハイネは、そういうものを分断して、この魔導書に封じ込めたんです」

「そんなことできるのか？」

「できますよ～。ハイネはルミナさまの嫁にして、女神ですから！　その証拠に──」

　パチンと指を鳴らした瞬間、ハイネの服装が変わった。

　今の今までは非常に心臓に悪い格好だったが、一瞬で水着エプロン姿に。

　しかも、その手にはトレイに乗ったトーストとスクランブルエッグ、さらにはどう見ても淹いれたてにしか見えないコーヒーが。

「この通り！　この世界の中のことなら、ある程度操作できちゃいます～！」

「……なるほど。まさに全知全能ってわけか」












「てへへ。残念ながらそこまでは行きません。もっとハイネに魔力があれば、この魔ま導どう書しよを本当の意味で自由自在に操ることもできますが」

「本当の意味で？」

「そんなことより！　ハイネがゴハンを食べさせてあげます～。はい、あ～ん♡」

「………」

　いつも通り能天気なハイネに、俺おれは違和感を覚えた。

　なんだか、おかしくないか？




　ハイネが魔導書と意識を共有したのだとしたら、もうこんなことをする必要はない。




　おそらく、ハイネは魔導書の意識を回収したのだ。

　分離していた自分の一部を吸収して、魔導書の中を管轄下に置いた。

　だったら──この第三章を読破クリアしなくても、外に出られるんじゃねえか？

　なのに、どうしてこんなことを続ける必要がある？

「おいしいですか？」

「ああ、相変わらずおまえは料理が上う手まいな」

「ふふ、ありがとうございます～。ハイネは記憶がないせいで魔法も全然でしたが、料理だけは得意なんですよ～」

「記憶……ね」

「それより、ルミナさま？　千雨ちさめさんやジルベットさんとのデートはどうでしたか？」

「あー……」

　普段から俺の嫁宣言をしているハイネに事実を伝えるかどうか一瞬迷った。

　けど、ほんの一瞬だ。

「千雨に俺の正体がバレて、ジルベットにコクられた」

「……あの、ルミナさま？　そこはルミナさまのことが好きなハイネを気づかって、噓うそをつく場面なのでは──」

「二人ともウルトラ可愛かわいかった」

「相変わらずクズクズしい!?　しかも、千雨さんたちと仲を深めるなんて～！」

「俺がここまで来たんだから、隠しても仕方ないことだろ？」

　そう。

　俺は千雨やジルベットと絆きずなを深めたから、ここに来た。

　まるで──誰かに仕組まれたみたいに。




「ではでは、最後はハイネの番です！」




　瞬間、パアっと。

　無駄にキラキラした光に包まれて、ハイネの衣装が変わる。

　思わずくらみかけた目を開けると、彼女が身に纏まとっていたのは──。




　ウェディングドレスだった。




「……どうでしょう、似合っていますか？」

　金髪を揺らしながら訊たずねてくるハイネ。

　純白のレースで飾られた華やかな衣装。

　……まったく。

　悔しいことに、見かけだけなら本当コイツは……。

「女神だな」

「えっ、そんな、ルミナさまがハイネのことを褒めて……？」

「ない。おまえの頭の中は別の意味で神がかってるからな」

「皮肉を言わないでください！　ううっ、ハイネの頭はとっても優秀なんですから～」

「本当か？」

「もちろん！　その証拠に、この後のことも考えてドレスの下に下着の類たぐいはナッシング──ふやああっ!?」

　長く伸びた耳を引っ張ると、ハイネが悲鳴を上げた。

　まったく。

　一瞬でも可愛かわいいと思っちまった自分を殺してやりたくなる。

　けど──少し、おかしくないか？

　いつものハイネなら、俺おれが千雨ちさめやジルベットとデートした時点でもっと嫉しつ妬としてきそうなのに。

「ううっ、ごめんなさい、ルミナさま……」

　考えこんでいると、ハイネが謝ってきた。

「なんで耳を引っ張られたかわかってるのか？」

「もちろん！　ルミナさまは下着を脱がしたい派だったのですね！　利便性より雰囲気ムード的なものを重視するタイプ！」

「おまえの裸よりも頭の中を見てみたいよ！」

　かなりエキセントリックなことになってるに違いない。

　しかも、なんでウェディングドレスなんだ？

「えへへ。実は、ずっと憧あこがれていたんですよ」

「？　何にだ？」

「もちろん、結婚式です～！　千雨ちさめさんやジルベットさんとデートしたように、ハイネとも二人だけの時間を過ごしてください！」

「結婚式って……まさか、ここでか？」

　あっ、ハイネは魔ま導どう書しよの中をコントロールできるんだった。

　だったら、背景を教会みたいに変えることもできるのか？




「はい。もちろんです」




「！」

　その変化は、突然だった。

　俺おれの着ていた服が真っ白なタキシードに変わる。

　まるで、結婚式に出る新郎のように。




「……ルミナさま」




　ドクンッと。

　心臓の音が一気に跳ね上がる。

　気づいたら、ハイネがやけに近くに立っていた。

「……えっと」

　花嫁衣装姿の女神は。

　顔を赤く染めながら、告げる。




「ハイネと、キスしてくれませんか？」




「ハイネ……」

　思わず、俺は立ち上がってハイネの肩をつかんだ。

「そのセリフはジルベットと若干被かぶってる」

「えー!?」

「あいつの場合、場所は頰ほほだったけど、あいつは自分がキスしてから言った。おまけに元声優だから声が超絶可愛かわいい。あらゆる面でおまえは負けている」

「なぜそこまでオープンにぶちまけるのですか!?　……もう、ルミナさまはいじわるです」

「つーか、おまえの方こそいいのかよ？」

「ふえ？　何がです？」

「今言ったからなんとなくわかると思うが、俺おれは第二章でジルベットに……されたばっかだぞ？」

「ふえ？　何がです？」

「………」

　コイツ、わざと同じ言葉を言ってやがるな。

　やっぱり耳を引っ張ってやろうか。

「ふふふ、ごめんなさい。恥ずかしがってるルミナさまが可愛かわいらしかったので」

「はん。そんなわけあるか」

「強がるルミナさまも好きです！　それに、順番なんて関係ありませんよ。お願いします。これは、必要なことなんです。わたしは……」




　……ずっと、この瞬間を待っていたんですから。




　ハイネはそう告白してから、ゆっくりと目を閉じた。

　さすがの俺でもわかる。

　ハイネは、俺がキスするのを待っている。

　肌が触れ合った瞬間に、終わる。

　不思議とそう理解できた。

　キスをすれば、ハイネは満足する。

　第三章を読破クリア。

　そして、俺たちは外に出れる。

　そのために、ハイネは珍しくいじらしい態度で頼んできたんだろう。

『わたし』なんて、一人称まで変えて……。

「───っ」




　そこで、すべてが繫つながった気がした。




　魔ま導どう書しよ。

　ヒロインたちを攻略しなくちゃいけないなんてバカげたミッション。

　魔導書が俺と千雨ちさめたちを一人ずつ、会わせたこと。

　ハイネがその事実に嫉しつ妬としない理由。




　さらには、クエスタニアの遺跡で見つけた、ハイネ・タウゼントの手記。




　もしかしたら、あれはこの魔ま導どう書しよを作るための試作品サンプルだったんじゃないか？

　だとしたら──。

「……ルミナさま？」

　いつまでも何も起こらないことを不安に思ったのか、ハイネが俺おれの名を呼んだ。

　その瞳ひとみを。

　彼女の眼まな差ざしを受け止めながら──俺は始める。

　今、目の前にいる少女の正体を暴くための会話を。

「ああ、悪い。実はおまえに言い忘れてたことがあってさ」

「えっ──」

　こっちの言葉から何かを悟ったのか、彼女の顔がこわばった。

　──まったく。

　おまえは頭がいいくせに、素直すぎるんだ。

　改めてそう確信しながら、俺は彼女にとってふさわしい挨あい拶さつをすることにした。




「──久しぶりだな、千雨」




「───っ」

　きらびやかな金色の髪が揺れる。

　かすかに潤んだ瞳に動揺が走る。

　そう、姿だけならコイツはハイネ・タウゼントだ。

　──いや。

　なんなら姿だけじゃなく、中身もハイネなんだろう。

　けど──違う。

　魔導書の中に入る前と後では、ハイネは劇的に変わっちまった。

　これは推測だが──。




　ハイネは、記憶を取り戻したのだ。




　今のコイツは三つの記憶を持っている。

　現世で千雨ちさめとして暮らしていた記憶。

　冥めい界かいで目覚めてから俺たちと暮らしていた記憶。

　そして──。




「──どうして気づいちゃうの、先生？」




　クエスタニア。

　たった一人、数百年前の異世界に転生させられたときの記憶を。

　そう判断したとき、彼女はハイネとは違う口く調ちようで告げてきた。

　千ち桜ざくら千雨ちさめ。

　俺おれの幼なじみで、生徒だった少女の言葉で。





　　◆◇◆◇◆






「やっぱり、先生はすごく頭がいいわね」

　千雨の口調で、ハイネは言った。

　自分に言い聞かせるように、思考する。

　これは今の千雨がハイネの姿に変身したとか……そんなものじゃない。




　千桜千雨とハイネ・タウゼント。




　この二人が同一人物だということが、今証明された。

　やはり──ハイネは思い出したのだ。

　すべての記憶。

　俺たちにとっての未来。

　自分にとっての過去を。

「誤解しないでね？」

　俺を安心させるように、千雨は微笑ほほえむ。

「わたしはハイネ・タウゼントってキャラを演じてたわけじゃない。あれもまたわたし。クエスタニアで成長したわたしよ」

「ずいぶんおかしな方向に成長したんだな」

「仕方ないわよ。色々あったもの」

　疲れた様子で、千雨はため息をついた。

　色々、か。

　だいたいの想像はつく。

「先生は知らないでしょうけど、わたしはずっと先生の元で異世界に関する授業を受けてたの。そして、転生許可証も取得したわ」

「それは、俺にとって未来の話か？」

「うん。でも、生徒はわたしとジルベットさんだけだった。ハイネ・タウゼントなんて生徒はいなかったわ」

「………」

「わかる？　わたしがいた世界にはハイネ・タウゼントなんて女神は存在しなかったの。だからジルベットさんが先生の生徒になった過程も違う。あの人は先生を一度殺した罪をつぐなうって言って、管理官をやめて、先生の生徒になってたわ」

「待て。ハイネがいなかったら、歴史が改変されるはずだろ？」

　ハイネはクエスタニアの文明を大幅に発展させた。

　冥めい界かいと現世。

　その二つの世界はクエスタニアと並び立つように存在している。

　だから、ハイネがいなくなったとしたら──。

「───っ」

　──いや。

　まさか、逆なのか？




「さすがルミナさま。相変わらず、察しがいいです」




　今度は今まで通りの口く調ちようで、ハイネが言いやがった。

「この世界は、すでに改変された後の世界なんですよ」

「───っ！　違う！　おかしいだろ？　俺おれが知ってる世界がすでに改変された世界だとしたら、なんで俺がここにいる？　俺は──」

「ハイネの幼なじみのお兄ちゃんです」

「そんなわけあるか！　世界が改変されたなら、俺という存在もなくなるはずで──」

　そこで、気づいた。

　──思い出せ。

　冥界の──管理局の仕事はなんだ？

　それは、魂の循環。

　クエスタニアで死んだ者の魂を現世に。

　現世で死んだ者の魂をクエスタニアに。

　そのサイクルを作りだすこと。

　それをつかさどるのが管理官だ。

　ならば──。




「おまえが、俺が生まれるように仕組んだのか？」




　突拍子もない理論だが、そうとしか考えられない。

　ハイネの魂は冥めい界かいで何百年も眠っていた。

　その理由は誰にもわからない。

　考えてみれば、おかしな話だ。

　管理局が数百年も調べてハイネの眠りの理由がわからないなんて。当時──ハイネが眠りについたときの記録がないなんて。

　まるで、都合が悪いからあえて消去されたみたいじゃねえか。

　そうだ。

　管理官になれるのは、異世界で多大な功績を残したもの。

　だとしたら──。

「ルミナさまの考えている通りです。ハイネは冥界に来て、すぐに眠りについたわけじゃありません。今ではそう伝えられていますが、正確には眠りにつく前に──」

「管理官をしてたんだな？」

「はい。ハイネも、魔ま導どう書しよに入るまではそのことを忘れていました」

「じゃあ、魔導書と意識を共有したことで、記憶を取り戻したのか？」

「ええ。これでもハイネは管理官として優秀だったんですよ？　魂の循環のサイクルにも深く関かかわれました。しかも、ハイネは現世とクエスタニアの歴史を知っていました。頭のいいルミナさまなら、もうわかるでしょう？」

「ああ」




　管理官になったハイネは、時代を修正したのだ。




　自分が女神になったことで、おかしくなった世界。

　それを──限りなく自分がいた世界の歴史に近づけた。

　俺おれという存在が生まれる程度には。

「でも、難しいことじゃありませんでしたよ。ハイネは未来の魔法を使って、クエスタニアを発展させました。けれど、ハイネが発展させなくても、クエスタニアは発展していましたから」

「なっ……」

「ルミナさまが学園の教室で色々と教えてくれました。クエスタニアの発展に関かかわった偉人たちのことを」

　たしかに。

　俺は、教科書を使ってハイネ──いや、千雨ちさめに異世界の知識を教えた。

　いつか、コイツが転生したときのために。

　俺おれが読んだ教科書では、ハイネばかりが活躍していた。

　だが──。




　ハイネがいない世界では、どうだったんだ？




　別の誰かが教科書に載っていて、ソイツについての授業をしていたんじゃないか？

　そして、優等生である千雨ちさめはそれを聞いていた。




「ルミナさまは、聡そう明めいです」




　俺の思考を読んだように、ハイネが語る。

「今考えている推論で正解です。ルミナさまは色々教えてくれました。ハイネが転生したのと同じ時代で活躍するはずだった英雄さんたちのことを。ハイネは、ちょっとその人たちの手柄を横取りしただけですよ」

「じゃあ、ハイネがいなかったとしたら──」

「その偉人さんたちが神様のように崇あがめられていたでしょうね。だから、ハイネがいなくても、そこまで大きく歴史は変わらなかったと思います」

「つまり──時代の修正に、そこまで手はかからなかったってことか？」

　でも、だとしたらおかしい。




　そもそも、どうしてハイネはクエスタニアの文明を発展させたのか？




　千雨は過去に送られ、ハイネ・タウゼントと名乗るようになった。

　そして、他人がクエスタニアにもたらすはずだった魔法を伝え、女神としてあがめられるようになった。

　そのせいで、ハイネは管理官になってズレた歴史を修正するために──。




『ハイネは……ずっと！　ずっと、あなたを待っていたんですっ』




　冥めい界かいで出会ったころ、ハイネはそう言って涙を流した。

　ハイネは俺がルミナとして冥界に来たことによって、目覚めた。

　そう。

　管理官になれるのは、クエスタニアで実績を残した転生者だけだ。

　だとしたら──。

「おまえは、この瞬間のために女神になったのか？」

　女神。

　そう呼ばれるエルフになれば、管理官になれる。

　そして、俺おれと再会できると思ったから。




「──ハイネは、ずっと……ルミナさまと会いたかったんですっ」




　初めて出会ったとき──いや、ハイネにとっては再会したときと同じように、彼女の瞳ひとみからは涙がこぼれていた。

　じゃあ、何か？

　コイツは事故で数百年前に転生してからずっと、ただ俺に再会するためだけに、生きてきたっていうのか？

「ハイネは、ルミナさまの元で、転生に必要なすべてのカリキュラムを終え、転生する条件を整えました。そして、それは……ルミナさまも一緒だったんです」

「………」

　一緒。

　たしかに、転生者を育てることが、俺にとっての条件だった。




『貴様が無事に自分の生徒を一人前の転生者に育てれば、管理局は貴様を再びクエスタニアに転生させることを約束する』




　ニーナの言葉を思い出す。

　それが俺と管理局が交わした取引。

　そして、俺は今度こそフツーの転生者として異世界での生活を送ることを望んでいた……。

「だから、ハイネは──わたしは、先生と約束したの」

　再び千雨ちさめの口く調ちようで、ハイネは言葉を投げかける。

「わたしたちがクエスタニアに転生したら、ずっと一緒にいられるからって。管理局には管理官は生徒に正体を明かしちゃいけないってルールがあるの。それは管理局のトップが決めたルールで、誰にも覆せない」

「……待て。じゃあ、おまえは……」

「先生がお兄ちゃんだって、気づいてたわ」

「なっ──」

「別に不思議な話じゃないでしょ？　幼なじみだもの。一緒にいれば──わかるわ。現に、先生は今日わたしに正体を見破られたはずよ」

「………」

「でも、心配ない。お兄ちゃんはそう考えてたはず。だって、お兄ちゃんはわたしと一緒にクエスタニアに転生する予定だったから。転生すれば、もう教師と生徒じゃなくなる。二人で一緒に、異世界で暮らせる……」

「ハイネ……」

「わたしも、そう思ってた！　でも、わたしが転生したクエスタニアには、お兄ちゃんがいなかった！　わたしが転生したのは、何百年も過去のクエスタニアで……っ！」

　胸にたまったものを吐き出すように。

　ハイネが嗚咽おえつをこぼした。

　……一体、どんな気持ちだったんだ？

　想像したくもない。

　想像するだけで心が潰つぶれそうになる。

　現世で死に別れて。

　冥めい界かいで再会して。

　異世界で再び一緒に暮らせる──そう思ってたはずなのに。




　千雨ハイネの願いはかなわなかった。




「最初は、理解できなかった……やっとお兄ちゃんと本当の意味で再会できるって思ったのに！　すごく辛つらくて、何度もくじけかけた！」

「ハイネ……」

「でも、それでも……わたしは、あきらめなかった。お兄ちゃんともう一度、こうして会いたかった。だから……管理官になることを決めた。管理官になれば、冥界に行ける。冥界で待っていれば……お兄ちゃんと、先生と、再会できる！」

「だから、おまえは冥界でずっと眠ってたのか？　でも、どうして記憶が……」

「わたしが記憶を失なくしてたのは、魂が長い間封印されていたせい。そういう魔法を、自分に使ったから」

「なっ……」

「別に不思議じゃないでしょう？　わたしは女神とまで呼ばれたエルフ。魔法は得意だもの。それに──わたしは記憶を失くすかもしれないことを予測してた。だから……」

「魔ま導どう書しよに、自分の記憶の一部を植え付けたのか」

「──はい」

　ルミナさまの言う通りです、とハイネはうなずいた。

　これが、真相。

　コイツは俺おれなんかと会うために、ずっと努力していたのだ。

　転生して。

　異世界を発展させて。

　管理官になって。

　歴史を修正して。

　記憶を失って。

　永い眠りについて。




　ようやく──俺と再会できた。




「ハイネ」

　けれど。

　今の俺たちには、問題がある。

「おまえが言った通り、管理官のトップが決めたルールは絶対だ」

「はい。管理官のトップは文字通り、神様なんです。その座につくには莫ばく大だいな魔力がいります。それほどの力がないと、冥めい界かいを束ねることなんてできないんです」

「管理局の上層部……その上に立つヤツだな。やっかいなことに、ソイツが決めたルールがある。それは、管理官は生徒に正体を知られたら、記憶を奪われて、現世送りにされちまう。そして、俺は──」

「千雨ちさめさんに正体がバレてしまったんですよね？」

「──ああ、そうだ」

　だとしたら、せっかくこうやって記憶を取り戻したハイネと再会できたとしても、魔ま導どう書しよから出れば、俺は現世に送られてしまう。

　ジルベット曰いわく、管理官には生徒に正体が知られた瞬間、管理局の上層部に情報がいく魔法がかかっているらしい。

　だとしたら、俺は──。




「大丈夫です」




　瞬間、異変が起きた。

「！」

　ハイネが言葉を発した瞬間、部屋に二つの人影が現れる。

　千雨とジルベットだ。

　俺おれはてっきり二人が魔ま導どう書しよの外に出たんじゃないかと思っていた。だけど……。

「ルミナ……」

　さきほど別れたときからは想像もつかない辛つらそうな顔で、ジルベットがこちらを見つめてきた。

　千雨ちさめにいたっては、何も言わない。

　ただ驚きよう愕がくに言葉を失っているみたいで……待て。

　まさか、ハイネは……。

「お二人にも、ハイネたちの話を聞いてもらいました」

「………っ」

「ルミナさまはお二人が魔導書の中から出たと思ったみたいですが、違います。本当は、魔導書の中に作られた空間の中に隔離されていただけ。その空間と今ハイネたちがいる第三章は繫つながっていて、ハイネたちの声も届いていました」

「じゃあ、千雨やジルベットは……！」

「ハイネの秘密を知っています。そして、千雨さんは……わたしは、確信できたはずよ。先生が、お兄ちゃんだって」

「………っ」

　未来の自分からの言葉に千雨の身体からだがびくっと震えた。

　千雨としては、俺との再会を喜びたかったのかもしれない。

　だが、今はそんなことができる心境じゃない。

　きっと、未来の自分の行動に戸惑っているはずだ。

　──そう。

　なぜ、ハイネ・タウゼントはこんな魔導書を作り、俺と千雨やジルベットの絆きずなを深めさせたのか？

　俺の推測が正しければ──！

「ねえ、ルミナさま？」

　こちらの思考を完かん璧ぺきに予測したかのように。

　ハイネはうれしそうにはにかんだ。

　そして、提案する。

　おそらくは──何百年も前から練っていた計画。

　俺たちが共に日常を過ごす術すべを。




「この魔導書の中で、ハイネたちとずっと生きていきませんか？」





第５話　永遠







「どうしてそんなことを言うの!?」

　一番最初に反論したのは、千雨ちさめだった。

　彼女はハイネに──過去からやってきた未来の自分に、叫ぶ。

「この世界はよくできてるけど、偽物の世界なのよ！」

「はい。ですが、ここから出ればルミナさまの魂は現世へと送られてしまいます。記憶を消去されて」

「………っ」

「ハイネは……もう、ルミナさまと別れるのは嫌なんです」

「で、でも──」

「お願い。話を聞いて、わたし」

「………っ！」

　驚きよう愕がくしながらも、千雨は自分の口く調ちようでしゃべるハイネを見つめる。

「わたしは、数百年前の過去のクエスタニアにたった一人で送られた。お兄ちゃんと一緒に異世界で暮らせるはずだったのに……また、離れ離れになった！　現世でお兄ちゃんが死んじゃったときみたいに……」

「ハイネ……」

「そう。わたしはハイネ。そして、未来のあなたでもある。わたしはあなただから知ってる。あなたの目的はお兄ちゃんを異世界で探すことだった。でも──やっと、気づけた。先生が、お兄ちゃんだって」

「それは……」

「なのに、また離れ離れになっていいの？　よくないでしょう？　それはそこにいるジルベットさんやお兄ちゃんも同じはずよ。みんな──」




　──この魔ま導どう書しよの中で、実感したはず。




「───」

　──ああ。

　やっぱりか。

　魔導書がわざわざ俺おれたちの絆きずなを深めさせるようなことをした理由。

　それはつまり──意識させたかったから。




　俺おれたちにとって今の日常がかけがえのないものである、と。




　その事実を、ただ強く、実感させた。

　そして、それを失うことへの恐怖も一緒に。




「理解できない」




　黙りこむ千雨ちさめに代わって、ジルベットが続ける。

「ハイネの言うことも一理ある。ジルは、ルミナとさよならなんてしたくない」

「でしたら……」

「でも、ここは所しよ詮せんニセモノの世界。あなたはハイネ・タウゼントの手記と同じことを言っている。あのとき、ルミナは断った。だから、ここにいる」

「そうですね」

　再び敬語に戻ってから、ハイネは続ける。

「あれはこの魔ま導どう書しよを製作するために作った代物です。ですが、あの魔導書とは決定的に違う点が、この魔導書にはあります」

「……どういう意味？」

「あの魔導書は、欠陥品でした。再現できたのは、現世にいた頃のハイネとルミナさまが住んでいた街だけ。でも、この魔導書は違います。ある方法を使えば……世界を一つ、完かん璧ぺきに再現……いえ、創造できます」

「なっ──」

　なんだ、それ？

　再現じゃなくて創造？

　それじゃ、まるで……。




「ハイネが、本当の意味で女神になるんです」




「えっ──」

　どういうこと？　と聞き返すジルベット。

　しかし、千雨は違った。

　俺と同じで、ハイネの言ってることが理解できてしまったんだろう。幼なじみの目は驚きよう愕がくに見開かれている。

「ハイネ。つまり、あなたは──」

「言った通りです。この魔導書の中に、世界を構築します。仮想現実や偽物なんかじゃありません。本当の意味での、世界です。自然、街、命……ああ、それだけじゃありません。現世、冥めい界かい、クエスタニア……そっくりそのまま作ってみせます」

「そ、そんなことできるわけない！」

「いいえ、可能です。ハイネがクエスタニアでなんて呼ばれていたか、忘れたんですか、千雨ちさめさん？」

「………っ」




　慈愛と繁栄の女神。




　それがハイネの二つ名だった。

　その名の通り、ハイネは自分が愛した世界を作り、この魔ま導どう書しよの中で繁栄させる気なのかもしれない。

　だが──。




「……不可能」




　ジルベットが首を振った。

「たしかに、あなたは女神って呼ばれるほどの強い魔力を持ってる。けど、魔導書の中に外と同じ世界を構築するなんて……できない」

「どうしてですか？」

「魔力が足りない！　世界を構築するなんて、きっと途方もない力がいるはず！」

「ええ。ジルベットさんのおっしゃる通り。今のハイネのすべての力を注ぎこんでも、魔導書の中に世界を一つ構築するのは不可能でしょう」

「だったら──」

「ですが、方法はあります」

　言って、ハイネは自らの口唇くちびるを指先で押さえた。

「この魔導書内では、あることをすると──他者に自分の魔力を譲渡できるんです」

「なっ──」




『わたしはあなたにすべてを伝えられません』




　序章で魔導書に言われたセリフが頭の中でリフレインした。

　この魔導書の秘密。

　それは、他人に魔力を譲渡する能力だったのか？

「譲渡した人間は魔力をすべて失ってしまいます。そういう風に、ハイネはこの魔ま導どう書しよを作ったんです。ただ、他にもリスクがあって」

　ハイネは静かに息を吐ついた。

「譲渡した魔力は、魔導書の外から出たとしても戻すことはできないんです」

「………」

「一度失った力は、二度と取り戻せない。それくらいのリスクがないと、魔力を譲渡するなんて能力を作りだすのは不可能でした。そして、自分の魔力を相手に譲渡する方法はたった一つ。それが──」

「……口づけ、か」

　俺おれが応こたえると、ハイネが驚いたように目を見開いた。

　そして、すぐに拍手をする。

「やっぱり、ルミナさまはすごく頭がいいですね！　まさかこんなにあっさり気づいてしまわれるなんて！」

「ヒントはあったさ。おまえはさっき、俺にキスするように頼んできただろ？」

「あちゃー、ちょっとあからさますぎましたか」

「それだけじゃない」




『お願いします。これは、必要なことなんです』




　ハイネは俺にキスをねだるとき、そんなセリフを言ってきた。

　いつもとは違う、ひどく真剣な態度で。

「せ、先生！　どういうこと!?」

「今ハイネが言った通りだ。この魔導書の中では、他者と口づけをすれば、魔力の譲渡が可能になる。信じられないことに、ハイネはそういう魔導書を作っちまったんだ」

「その通りです！　互いに口づけをすることで、魔法的な契約を結ぶことができます！　そうすれば、相手の魔力をすべて奪うっていう高等魔法が使用可能なんです！　そして──」

「言わなくてもわかる。ハイネの目的は──」




　──俺の魔力を手に入れることだろ？




「──はい」

　感服したように、ハイネは息を吐いた。

「本当に、ルミナさまは聡そう明めいですね」

　……バカ野郎。

　俺おれのどこが聡そう明めいなんだ。

　ハイネのヤツがこんなとんでもないことを考えてたってことに、今の今まで気づけなかったんだぞ？

「ルミナさまの正体は、緋竜タイラントドラゴン。ハイネに匹敵するほどの──いえ、それ以上の魔力を持っています。その力をもらえれば、この魔ま導どう書しよの中に世界を構築することも可能なはずなんです」

「そんな……」

「でも、外からこの魔導書が破壊されたら──」

「いや、その心配はない」

　この魔導書は管理局の書庫にあったっていうのに、長い間誰も発見できなかった。

　おそらく周囲の人間の認識を誤ご魔ま化かす魔法をかけてあるんだろう。

　俺の推測が正しければ、今もその魔法が働いている。

　つまり、外の世界の人間はこの魔導書を見つけられない。

　たとえもし見つけたとしても、これはハイネ・タウゼントが作った魔導書。

　そう簡単に破壊できるとは思えない。

　そして、

「ハイネ。もし、本当の意味でおまえがこの魔導書せかいの神様になれるんだったら……つまり、全知全能ってわけか？」

「はい。欲しいものは、なんだって手に入ります。なんだって創つくれます。たとえば──この魔導書せかいの中でなら、ハイネたちはいつまでも生きていられます」

「───っ」

　──やっぱりか。

　ハイネがこの魔導書の中に新しい世界を作ろうとしてる一番大きな理由。

　それは──永遠に俺たちの日常を続けること。

「考えてみてください。外の世界で生きていれば、いつかはお別れが訪れます。でも、この世界ではそんなものは来ません。ハイネが神様になれば、ルミナさまたちは永遠を手に入れることができるんです」

「………」




　できるなら、ずっとハイネたちと日常を過ごしていたい。




　ハイネたちと過ごすうちに、俺はそんなことを思うようになった。

　だからこの魔導書の中に入った。

　そんな俺おれらしくない行動力を発揮するぐらいに、俺は──今の日常が好きになっていたんだ。

　そして、ハイネの言葉に従えば──俺の望んだものが手に入る。




「……お兄ちゃん」




　すがりつくような声で、右隣にいた千雨ちさめが俺を呼んだ。

　コイツが考えてることはわかる。

　きっと、俺と死に別れた日のことを思い出してるんだろう。




『すぐに戻るからちょっと待っててくれ』




　あの雨の日の病室で。

　俺はベッドの上にいる千雨にそう言い残した。

　それが、現世で最後に遺のこした言葉になっちまった。

　冥めい界かいに行っても、クエスタニアに怪物の姿で転生しても、その心残りは消えなかった。

　きっと、それは千雨も同じだと思う。




「……ルミナ」




　俺の左隣にいたジルベットが、不安そうに俺の服の裾すそをつかんできた。

　クエスタニアで、ジルベットは俺と相討ちになった。

　そして、冥界で俺と再会してから、知った。




　自分が殺した怪物が、心の中までは怪物になっていなかったことを。




　だから、後悔した。

　それでも──俺たちは仲直りできた。

　日常。

　そんなどこにでもあるけど、かけがえのない時間を過ごせるようになった。




　それは、この魔ま導どう書しよで二人と過ごせて、改めて実感したことだ。




　──ああ、そうだ。

　白状しよう。

　俺おれはコイツらと過ごす今が、大好きだ。

　たしかにかったるくて、めんどいこともある。

　それでも、ずっとこの今が続けばいいなって思ってる。

　そして、ハイネの願いを聞けば、それは叶かなう。

「さあ、ルミナさま」

　ウェディングドレス姿のままで。

　ハイネは、俺を祝福するように、笑みを浮かべる。




「ハイネと、キスしてくれませんか？」




　それは。

　耐え難い誘惑だった。

　だって、そうだろ？

　今俺がハイネにキスすれば──すべてが手に入るんだ。

　この魔ま導どう書しよの外から出れば、俺は現世送りになってしまう。仮に何かしら策を講じてそうならなかったとしても──いつかは、終わりが来る。

　それが外の世界で生きるってことだ。

　けど、ハイネの力があれば、俺たちは死ぬことすら恐れる必要がない。

　永遠。

　そんな夢みたいなものが、手に入る。

　だけど──。




「──悪いな」




　静かに、だけどはっきりと。

　俺は、ハイネを……未来の千雨ちさめを拒絶していた。





　　◆◇◆◇◆






「えっ……」

　困惑。

　激しい戸惑いがハイネの表情を歪ゆがませる。

「……どうして？」

　そして、ハイネは千雨ちさめの口く調ちようで訊たずねてくる。

　声の震えを隠そうともせずに。

「どうして!?　どうしてそんなこと言うのよ！　お兄ちゃんだって、わたしたちと過ごす今を続けたいはずなのにっ！」

「ああ、そうだな」

「だったら、どうしてわたしを……ハイネの願いを、拒絶するんですか？　ハイネが本当の意味で神様になれば、永遠が──」

「そんなの、答えは一つに決まってるだろ？」

　ふん、と。

　俺おれは息を吐ついてから、高らかに告げてやる。

「かったるいからだ」

「なっ……」

「永遠に生きる？　ふざけんな。そんなかったるいことをやってられるか。おまえは終わりのない人生が天国だとでも思ってんのか？」

「ふ、ふざけないで！　この期に及んでかったるいなんて──」

「ふざけてねえよ。俺は永遠なんてかったるくてめんどいって思ってる。だからこそ──今、この瞬間を生きてるんだ！」

「───っ」

「昔の……おまえらに会うまでの俺なら、きっとこんなことは思わなかった！　ジルベットが第二章で言ったのと同じだ！　俺は、誰かに殺されたいって思ってた！」

　そう。

　異世界で怪物として生まれ、世界の敵と見なされ、殺されないために、殺し返した。

　もう嫌だった。

　どこまで逃げても、誰かが追ってきた。

　そして、俺を殺した。

　冥めい界かいに行っても、俺は変わらなかった。

　死にながら、生きていた。

　けど──！

「今は違う！　らしくねえことに、今の生活が好きになり始めてる！　おまえらと少しでも永く生きたいって思ってる！　そう願いながら、精一杯今を楽しもうとしてる！　寿命を少しずつ削ってな！　きっと、それが──生きるってことなんだ！　こんなクソ恥ずかしいセリフを言うようになったのはおまえらのせいなんだぞ!?」

　ただ強く、俺は自分の心のうちをぶちまけた。

　そう。

　永遠なんて、興味がない。

　そんな上等なものを与えられたら、心が腐っていく。

　麻ま痺ひしていく。

　ふざけんな。

　命に限りがあるからこそ、きっと俺おれたちは日々を全力で楽しめる。

　死ぬのが怖いから、今この瞬間を大事にしようとするんだ。

　──ああ、くそっ。

　まったく、らしくないこと考えてやがる。けど、俺がこんなことをするようになったのには理由がある。ハイネの言う通り、この魔ま導どう書しよでコイツらと過ごすうちに、俺は気づけたんだ。

　そして、今は後悔してる。

　異世界で死んでから、目の前の現実に文句ばっかり言ってた、自分自身を。

「先生の言う通りだと思う」

　千雨ちさめが、はっきりと同意してくれた。

　さっきまで助けをもとめるように俺を見つめていた瞳ひとみには、ハイネが──未来の自分が映っている。

「ハイネ。あなたは間違ってるわ」

「なっ……」

「ジルも同意見。きっと、ルミナとハイネ。二人が考えてることは同じ。自分が過ごす日常を守りたい。それだけは変わらない。でも……」

「ハイネの方法じゃ……きっと、わたしたちの日常は壊れると思う。ねえ、どうして永遠なんて求めるの？　そんなものなくても、わたしたちは──」

「黙ってください！」

　ひどく辛つらそうな顔で、ハイネが叫ぶ。

「あなたは、ハイネがどんな想おもいをしたか知らないからそんなことが言えるんです！　やっとお兄ちゃんと再会できると思ったのに、過去のクエスタニアに飛ばされて……ずっと、ずっと会えなくて！　それでも会いたくて！　再会したくて！　だから、わたしは……」

「ハイネ……」

　コイツがどれくらい辛い思いをしたのか。

　それはわからない。

　でも、これだけは言える。




　今のハイネは、急激に記憶を取り戻したせいで、冷静さを失っている。




　俺おれが知ってるハイネなら、こんなことしない。

　ハイネ・タウゼントの手記の中で、俺たちを助けてくれたあいつなら。

　こんな選択はしないはずなんだ。

　今のハイネは──未来の千雨ちさめは。

　昔の記憶に突き動かされてしまっていて──。

「あっ──」




　直後、異変が起きた。




　ハイネが苦しそうに胸を押さえたのだ。

「ハイネ？」

「………っ！　来てはダメです、ルミナさま！」

　ひどく混乱した様子で、ハイネが後ずさる。

　同時に、景色が変わる。

　俺の部屋から、千雨と泳いだ海岸。

　ジルベットと歩いた人ごみ。

　そして──俺たちがいつもいた学園。

　そのグラウンドに、俺たちは立っていた。

　これは……！

「……暴走」

　愛刀の鯉こい口ぐちを切りながら、ジルベットが告げた。

「ハイネ・タウゼントの魔力が暴走してる」

「………っ」

　どうしてそんなことが起きたのか？

　そんなのわかりきってた。

　俺たちに拒絶されたからだ。

　ハイネの感情が溢あふれ出したみたいに、彼女を中心にして暴風が吹き荒れる。

「ダメ、です……ハイネは……わたしは……こんなの、望んでないのに……！」

　抵抗。

　ハイネは必死に自分の力を抑えようとしているように見えた。

　けれど、風は止まらない。

　そして、吹き荒れる暴風は、やがて一つになった──その瞬間だった。




　声にならない咆ほう哮こうが、校庭に響いた。




　竜だ。

　まるで魔法のように、溢あふれ出したハイネの魔力が、巨大なドラゴンを生み出していた。

　しかも、その姿は……！

「………っ！　先生、あれって……」

「──ああ」

　緋竜タイラントドラゴン。

　俺おれがクエスタニアに転生した姿。

　赤い竜りゆう鱗りんを持ち、世界を滅ぼすとまで謳うたわれた巨竜。

　ありえないことに、ハイネは俺を作りだしたのだ。

「な、なんでこんなことに？」

「落ちついて。きっと、ハイネは──」

「──俺に、そばにいて欲しかったんだろうな。だから、感情を抑えきれなくなって、俺を生み出しちまった」

　この世界はハイネが生み出した魔ま導どう書しよだ。

　それなら、魔力さえあればこれくらいの芸当ができてもおかしくねえ。

　少なくとも、ニセモノの俺一人を創つくるくらいなら、世界を完かん璧ぺきに創造するよりは簡単だろう。

　けど──。

「待って、やめてください！」

　ハイネの絶叫が響いたが──遅かった。




　竜はその巨大な顎あぎとを開き、ハイネの身体からだを飲みこんだ。




「なっ──」

　あまりの光景に、思考が沸騰する。

　喰くったんじゃない。

　ハイネに生み出された竜が、ハイネを殺そうとするわけがない。じゃあ、あの竜は何をした？

「ルミナ！」

「！」

　ジルベットの声で我に返った。

　竜の中で巨大な魔力が膨れ上がる。

　──噓うそだろ？

　空気を伝わってくる馬鹿げた魔力の波動。あいつはハイネが作りだしちまった俺おれだ。なのに、今の俺が持っている魔力を越えていて……。

「まさか、ハイネの魔力を吸収したのか!?」

　そのために、あいつを身体からだの中に取り込んだ？

　どうしてそんなことをして……いや、そんなの決まってる。

　きっと、あいつの目的は──。

「悪い、千雨ちさめ」

「えっ……せ、先生、きゃっ!?」

　千雨の身体を抱えてから、高く飛ひ翔しようする。

　ジルベットも俺と同じことを考えたんだろう。獣人の脚力を使って、高く飛ぶ。

　校舎の屋上。

　そこに俺たちが着地した途端──校庭が火に包まれた。

　竜が吐き出した火か焰えんが、大地を赤く染めていた。

「………っ！　そんな……」

　圧倒的な破壊。

　一瞬で炎に包まれた校庭を見ながら、千雨が青ざめる。

　そして、竜が飛ぶ。

　まるで俺たちから逃げるように。

　ハイネを、俺たちから連れ去るように。

「くっ──！」

　追いかけるしかねえ。

　この魔ま導どう書しよから脱出する方法は一つ。

　ハイネを取り戻すしかない。

　それには──。

「ルミナ。ジルたちで、あの竜を追いかけなくちゃ──」

「いや、俺だけで行く」

「先生!?　どうして……」

「たぶん、あいつとは俺一人で向かい合わなくちゃいけないんだ」

　第一章や第二章と同じ。

　俺が千雨やジルベットと二人きりでデートしたように……。




　ハイネを、攻略するしかない。




　それがこの魔導書から出る唯一の方法。

　だとしたら、俺おれ一人の方がいい。

　その方がきっと──あいつは、心を開いてくれる。




「…………イヤよっ」




　そこで、俺を引き留めるように。

　千雨ちさめが背中に抱きついてきた。

「先生を……お兄ちゃんだけ行かせるのは、イヤっ」

「千雨……」

「だって、せっかく……また、逢あえたのに！　わたし、ハイネの気持ちが少しだけわかるの！　だって、わたしたちは同じだから……！　お兄ちゃんと別れる辛つらさは、すごくわかる！」

「………」

「ハイネは、悪くない！　あんなことをしちゃったのだって、理由がある！　ハイネは……わたしは……きっと……っ！」

　涙で染まった声で、千雨は言葉を振り絞る。

　──ああ、わかってるさ。

　俺とハイネが思ってることは同じ。

　ただ、自分たちが大事にしてるものを手放したくなかった。

　それは今の千雨も同じなんだろう。

　だから、こうして俺の身体からだを抱きしめている。

　今度は、放さないように。

　あの雨の日。

　俺のことを引きとめなかった自分を、後悔するように……。




「ありがとな、千雨」




「あっ……」

　お礼を言ってから、ゆっくりと千雨の腕を放す。

　こちらを見つめてくる潤んだ瞳ひとみ。

　その眼まな差ざしを受けながら、俺は覚悟を決めて、告げる。




「すぐに戻るからちょっと待っててくれ」




「………っ」

　千雨ちさめの顔が凍りついた。

　仕方ない。

　だって、この言葉は俺おれがあの雨の日に──現世で千雨に最後に言ったセリフだ。

　だけど、今度は違う。

「大丈夫。俺のことを、信じてくれ」

「お兄ちゃん……」

「必ず、ハイネを……未来のおまえを、連れて帰ってくる。もう、おまえを一人になんかさせやしない」

「で、でも！　もし帰ってきたとしても、魔ま導どう書しよから出たら──」

「ジルも同意見」

　千雨と同じく、ジルベットが俺を引きとめた。

「問題はハイネ・タウゼントだけじゃない。もし彼女を取り戻しても、魔導書から出たら、ルミナの魂は──」

「そのことなら心配ない」

　はっきりと、断言する。

　気休めなんかじゃない。















　この現状を打破する方法はある。




「千雨ちさめ、ジルベット」

　見かけも性格も違う、二人の生徒。

　彼女たちを見つめながら、俺おれは説明する。

　俺が考えた策。

　それは──。





第６話　人でなしの戦い方







　風に乗って飛ぶこと、数分。

　やっとソイツの姿が見えた。

　探すのは簡単だった。竜種は総じて、気配を消すのが下手クソだ。ヤツらの図ずう体たいはデカいし、魔力量も多い。何より、天敵がいない。

　だからこそ、姿を隠す必要がない。

　しかも、あの竜はハイネの身体からだを取りこんでいる。

　だから、その魔力はすぐに察知できた。

　──行くぞ。

　赤い鱗うろこに覆われた翼で、俺は前を飛ぶ竜を追走。

　今の俺の姿は、人じゃない。




　緋竜タイラントドラゴン。




　今この瞳ひとみに映っている竜と同じ、異形の姿。

　ハイネを取り戻すには、あの竜を倒さなくちゃいけない。

　けど、俺おれ一人じゃダメだった。

　なにせあいつはハイネの……女神とまで呼ばれたエルフの魔力を取りこんでいる。

　あの竜は創つくりものだ。

　本来の俺ほどの魔力は持っていないが、ハイネの力を奪った以上、俺よりは強いはずである。

　そう。

　さっきまでの、俺よりは──！

「!?」

　速度を上げて追いつく俺に気づいたのか、竜が空中で旋回。

　直後、灼しやく熱ねつが迸ほとばしる。

　世界を滅ぼすと呼ばれた業火。

　空を流れる一条の炎の川となって、俺へと迫る……！

　──上等だ！

　負けるわけにはいかない。

　返せ。

　ハイネを、返しやがれ！

　言葉にならない咆ほう哮こうを上げながら、まるで鏡合わせのように、炎を吐き出して迎撃する。

　宙で激突する二つの炎。

　最初は拮きつ抗こうしていたように見えたが……徐々に、もう一方の炎が飲みこまれる。

　押し負けたのは、俺の方だった。

「ギッ……!?」

　炎が俺の巨体を飲みこむ。

　この姿になった俺は、炎に対するずば抜けた耐性を持ってる。緋竜タイラントドラゴンなんて名前で呼ばれようが、所しよ詮せんはバカデカい火竜だからな。

　火竜は己の炎で身体からだを焦がさぬように、耐火性の強い竜りゆう鱗りんを持つ。

　しかし、敵の炎は竜鱗の守りすら易やす々やすと食い破る。

　灼熱が身を焦がす。

　たとえようのない激痛が、全身の感覚を奪いに来た。炎の中にいるせいなのか、息もできない。酸素が薄い。身体が痙けい攣れんし、脳から思考力が奪われる。刻一刻と、ルミナ・ナインフィールドという存在が弱まっていく。

　死にかけの俺を前にして、ニセモノの俺が嗤わらっているように見えた。

　あいつは女神の魔力を手に入れたドラゴン。

　元になった俺よりもさらに強大な力を手に入れている。

　だから、この結果は当然だ。

　敗北。

　死という名の、あがきようのない終着点。

「───」

　──いや、まだ終わりじゃない。

　灼しやく熱ねつに侵される頭で必死に考える。

　俺おれは今自分が置かれた状況を知っている。

　現世で一度、クエスタニアで一度。

　俺は死を経験した。

　現世のときはトラック、クエスタニアではジルベット。今でも鮮明に覚えている。俺は二度も命を刈り取られた。

　そして、今度は炎という名の敵に襲われ、やがて活動を停止した。




　だが、問題ない。




　こうなることは計算通り。

　まだ、一回死んだだけだ。

「………ッ!?」

　竜の双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれる。

　炎に焼かれて死んだはずの俺が、翼をはためかせ、突撃を再開した。

　必死に回避行動を取ろうとするが、もう遅い。身体からだを焼かれながらも、俺は一気に接敵し、襲い掛かる。




　巨大な顎あぎとで、その首元に牙きばを立てる。




　絶叫が響き渡った。

　竜が負けじとこちらの首筋に牙を立てる。耳をふさぎたくなるような音を立てて鮮血が飛び散った。

　身体が焼ける痛みに加えて、肉が千切れる激痛。いっそのこと意識を失いたくなったが、顎から力は抜かない。

　思わぬ抵抗に驚いたのか、こちらに嚙かみついたままで、竜が炎をぶちまけた。

「グッ……!?」

　声にならない断末魔の悲鳴が漏れた。

　今度は身体の外側だけじゃない。

　傷口から入った炎が身体からだの内側を焦がし、破壊し、消し炭に変える。文字通り、臓ぞう腑ふを焼かれる苦しみ。いっそ正気を失った方が楽になるという考えがよぎった。それほどまでに俺おれの身体は追い詰められ、やがて再び終着を迎える。

　二度目の、死。

　それでも──俺は離さない。

　一度止まった心臓を動かし、牙きばに力をこめる。

　まるで共食いをする蛇のように、俺たちは空中で絡まり合う。

　羽ばたくことを忘れた二匹は、一気に高度を下げ、やがて──墜落する。

「!?」

　何度目かの激痛が走った。

　あまりの衝撃に、意識が途切れかけた。身体が震え、骨が軋きしみ、内臓が潰つぶれかけ……いや、実際に何個か潰れ、俺はまた死んだんだろう。

　のた打ち回りたくなるような痛みと一緒に、口から吐血がこぼれる。

　三度目の、死。

「───ッ！」

　その中で、俺は必死に意識を保つ。

　──そう、死ぬことなんて問題じゃない。

　この魔ま導どう書しよは普通のものとは違う。

　ごく一般的な魔導書なら死んだ瞬間に、外の世界に弾はじき飛とばされる。

　だが、俺が序章で「この魔導書の中で死んだらどうなる？」と訊たずねたとき、この魔導書の意志は応こたえた。




『生き返ります』




　そう、この魔導書の中では、死ねない。

　たとえ気の狂うほどの痛みを味わっても、どこまで蹂じゆう躙りんされても、何度命を失っても……だ。

　たとえ地獄に叩たたきこまれようが、俺の心さえ折れなければ、立ち向かえる。

　痛みに対する覚悟さえ決まっていれば、戦える。

　けど、俺は無敵じゃない。身体がいくら生き返ろうとも、心が死んだら終わりだ。度重なる痛みで俺が正気を失う可能性は十分あった。

　敵も俺が死なないことを悟ったのか、より痛めつけようとしているのかもしれない。

　その証拠に、敵は追撃を緩めない。

　死に震えるこちらの喉のど元もとに牙を立て、炎をぶちまけ、容赦なく命を刈り取る。

　決して慣れようのない、苦痛。

　いっそのこと何もかも手放したくなる。

　けれど──。




『だって、わたしはお兄ちゃんのことが大好きだもん』




　俺おれの意識を、千雨ちさめの告白ことばが繫つなぎ止めた。

　そうだ。

　あいつは、俺なんかのことを好きだと言ってくれた。

　俺と再会することを、望んでいた。




『ジルは、ルミナのことが大好き』




　ジルベットの告白ことばが、俺を後押しする。

　かつては殺し合った相手。

　けど、今は逆だ。

　あいつの言葉が、俺を生かしてくれる。

　そして──。




『ハイネが神様になれば、ルミナさまたちは永遠を手に入れることができるんです』




　ハイネの告白ことばで、俺の心は燃え上がる。

　──バカ野郎。

　永遠なんていらないんだ。

　俺だって、おまえらと過ごす日常がずっと続けばいいって思う。けど、もっと大事なことがある。クズの俺でもそれくらいわかる。

　これでも、俺は教師だからな。

　教師として、伝えなくちゃいけない言葉がある。

　だから──。

　──離さねえ！

　何度も何度も死を乗り越え、痛みで朦もう朧ろうとする意識の中で、ようやく。

　俺は敵を上回った。

　竜の首に牙きばを立て、前脚で強引に地面に組み伏せる。




　そして、その頭部に全身全霊の魔法をぶちまける。




　第一章で千雨ちさめが放ったのと同じ種類の炎の魔法。

　それを口から吐き出し、竜の頭を焼き尽くす。

「───ッ!?」

　叫びつつも、竜は必死に抵抗する。

　ああ、わかるよ。

　なにせ、おまえは俺おれだ。

　さっき考えた通り、この姿になった俺は、炎に対するずば抜けた耐性を持ってる。それはコイツも同じ──いや、それ以上。

　女神の魔力が、コイツの守りをさらに頑強にしている。

　今までの俺じゃ、たとえ不死の身体からだを以もつてしても斃たおせなかったかもしれん。

　けど、今は違う。




『わかった。ジルのすべてを、ルミナに上げる』




　眼がん下かに炎が広がる学園の屋上で。

　そこで、俺が千雨とジルベットに持ちかけた作戦は──二人の魔力を俺に譲渡させること。

　ジルベットは賛同して、恥ずかしがりながらも──俺にキスをしてくれた。

　そして──。




『……約束よ。今度は絶対に帰ってきて、お兄ちゃん』




　そう告げてから、俺と千雨は口づけを交わした。

　だから、今の身体には二人の魔力が宿ってる。

　クエスタニア最強の剣士。

　いずれ女神とあがめられる転生者候補生。

　二人の生徒たちの力が。

　それに、俺を後押しする力はそれだけじゃない。




『ルミナは──前よりも、すごく強くなった』




　第二章で、ジルベットが言った言葉。

　その理由が今ならはっきりわかる。

　きっとそれは──守るものができたからだ。

　ハイネ。

　千雨ちさめ。

　ジルベット。

　あいつらのことを、心の底から守りたいって思ってるからだ……！

「───」

　どれだけの時間が経たっただろうか。

　やがて、竜は動かなくなった。

　首から上が消し炭になって崩れ落ち、身体からだもさらさらと砂のようになっていく。

　普通の竜は死んでもこんな状態にはならないが、それはコイツがハイネが作ったニセモノだからだろう。

　竜の全身が風化したのを見届けてから、俺おれは人の姿へと戻る。

　それでも戦いで負った傷は治らない。

　管理局の制服はところどころ血に染まっているし、全身傷だらけ。死んでないだけで、半死半生。

　でも、不思議なことに今までで一番、生きている気がした。

　現世。

　冥めい界かい。

　クエスタニア。

　どの世界にいたときも、ここまで強い感情が生まれることはなかったと思う。

　だから、まだ倒れるわけにはいかない。

　この気持ちを、伝えなくちゃいけない。




「……どうしてですか？」




　俺は砂の上に立つ、彼女と向き合う。

　ハイネだ。

　竜がいなくなったことで、解放されたらしい。

「どうして、ルミナさまはハイネを助けて──」

「うるせえ！　バカなこと聞くな！」

「………っ」

　ハイネが息を吞のんだが、それでも俺は続ける。

　まるで竜が炎を吐き出すように、自分の感情をぶつける。

「そんなの、おまえらと一緒にいたいからに決まってるからだろうが！　責任を取れ！　クエスタニアで死んで、腐ってた俺おれが……こんな暑苦しく叫んでんのは誰のせいだ!?　おまえらが、俺を変えたんだろうが！」

「ルミナさま……」

「おまえらが来るまで俺はただのクズ野郎だった！　誰も信頼せずに、たった一人で、生きながら死んでるみたいな生活を送ってた！　毎日がかったるくて……だから、早く生徒を一人前に育てて、俺もクエスタニアに生まれ変わりたかった！　でも、わかったんだよ！　そんなセリフを言ってる時点でダメだってさ！」

　傷ついた身体からだが痛むのも構わずに、叫ぶ。

　ああ、そうだ。

　生まれ変わりたいなんて言ってるヤツが。

　新しい人生を期待しながら、ただ怠惰に生きてるヤツが、本当の意味での新しい自分になれるわけがねえ。

　自分を……誰かを変えるには、あがくしかない。

　だから、叫んでやる。

　らしくないってことはわかってる。

　それでも、伝えてやる！

「俺だって、できることならずっとおまえらと一緒に生きてたい！　でも、それじゃダメなんだ！　そんなことになったら、俺たちは腐る！　きっと、命には限りがあるから意味があるんだ！　自分や誰かを大切にしようって思えるんだ！　その証拠に俺は、どんなに傷だらけになっても──」




　──ハイネのことを助けようって、決めたんだよ！




「───っ」

　きゅっと口唇くちびるを嚙かみしめた後で、ハイネが俺に抱きついてきた。

　女神と呼ばれたエルフはポロポロと涙をこぼしながら告げる。




「…………イヤですっ」




「ハイネ……」

　彼女は俺の口唇を無理やり奪ったりはしなかった。

　今キスすれば、千雨ちさめとジルベットの魔力も手に入るっていうのに。

「ハイネは……ルミナさまと離れ離れになるのはイヤですっ。ルミナさまの言いたいことは……わかりますっ。ハイネは間違っていたのかもしれません。だから……あんなニセモノのルミナさまを生み出して、逃げ出してしまって……っ」

「ああ、そうだな」

「でも、ルミナさまは……ハイネのことを追いかけてきてくれましたっ。すごくイヤなのに……ハイネは、満足しちゃいそうですっ。あんなに永遠が欲しかったのに、ルミナさまがこうしてそばにいてくれると、すごくうれしくて……」

「………」

「けど、だからこそ離れ離れになりたくはありません！　現世や冥めい界かいでしたみたいに、また……大好きなココアを一緒に飲みたいです。でも、このまま魔ま導どう書しよから出たら、ルミナさまは、ハイネや、千雨ちさめさんや、ジルベットさんと別れて──」

「いや、そうはならない」

　断言してから、俺おれはどこまでも強引に。




　ハイネに、キスをしていた。




「えっ──」

　触れ合った口唇くちびるから、ハイネの驚きが伝わってきた。












　この魔ま導どう書しよの能力。

　キスをすれば、対象者に魔力を譲渡できる。

　それは──魔導書の外に出ても有効だ。

　これでハイネは──俺おれたち三人分の力を得たことになる。

「ル、ルミナさま！　どうして……」

　口唇くちびるを離した瞬間、訊たずねてきたハイネに、俺は応こたえる。

「ハイネ。一つ、頼みがある」

「えっ……」

「俺もおまえと一緒だ。おまえらと離れ離れになりたくない。そして、たった一つだけこの状況を打開する方法がある。けど、これはかなり無謀なプランだ。おまえにかなり無理をさせることになる。嫌なら、断ってくれてもいい」

「なっ……何をバカなことを言うんですか！」

　涙をこぼしながら、ハイネが叫ぶ。

「自分の身体からだを見てください！　こんなにボロボロになるまでがんばって……無理をしたのは、ルミナさまの方じゃないですか！　何度も死んじゃったのに、とっても痛かったのに、ハイネのことを助けてくれて……！」

「ハイネ……」

「それに、ハイネは間違っていたんです。傷だらけになってもハイネを助けてくれたルミナさまをみたら、そう思えました。だから、自分の行いを償いたいんです。だから……どんな頼みでも聞きます」

「──わかった」

　うなずいてから、俺は説明する。

　俺たちが一緒にいられる、唯一の方法。

　賭かけと言っても過言じゃない、無謀すぎるプラン。

「………っ」

　ハイネは、最初は黙って話を聞いていたが、俺が語り終えると、また涙をこぼした。

　けれど……。

「わかりました」

　涙に濡ぬれた顔で、彼女ははにかむ。




「ハイネは慈愛と繁栄の女神、ハイネ・タウゼント。必ず、ルミナさまたちの願いを叶かなえてみせます」




　瞬間、空にヒビが入った。

　第三章を読破クリアしたからだろう。

　世界が崩れ、俺おれたちの身体からだは魔ま導どう書しよの外へと放ほうり出されるのを感じた。

　けれど──。

「！」




　突然、俺の身体が崩れ出した。




　まるで風化するみたいに、あっさりと。

　──ああ、そうか。

　魔導書から出ることになったせいで、俺の身体にかけられた魔法が作動したんだろう。

　生徒に正体を知られた管理官は、記憶を消去されて、現世送りにされる。

　薄れいく意識の中で、その事実を改めて自覚した瞬間──。




「大丈夫です」




　崩れかけた口唇くちびるに、何かが触れた気がした。

　ハイネだ。

　出会って早々俺の嫁になるなんて宣言しやがった、女神さま。

　俺のアシスタント兼、生徒。

　そして、俺の生徒は彼女だけじゃない。

　千ち桜ざくら千雨ちさめ。

　ジルベット・セブンスター。

　最期に彼女たちのことを想おもいながら──。




　やがて、ルミナ・ナインフィールドの意思が消滅するのを、感じた。





エピローグ







　瞬間、俺おれは目を覚ましていた。

　──なんだか、ひどく長い夢を見ていた気がする。

　夕暮れの職員室。

　外からは部活中の野球部員たちの声が聞こえてくる。同僚の顧問が今年は甲子園を目指すとかベタなことを言っていたっけ。

　かったるいんで無視しようと思ったが、テキトーにうなずいたのを憶おぼえてる。

　これもコミュニケーションの一環。

　処世術の一つだ。

　それに、俺はまだこの高校の教師になったばかり。

　だから色々しっかりしないと──。




「先生。やっと起きたの？」




　んーっと背筋を伸ばしたところで、やや幼い声が聞こえた。

　そこにいたのは、俺のクラスの女子生徒。

　きれいな黒髪が華きや奢しやな身体からだに似合う女の子で、入学早々俺のクラスの委員長をやってる優等生である。

「よう。何か用か？」

「別に。大したことじゃない。ただ、先生が居眠りしてたから寝顔を見てただけ」

「褒められた趣味じゃねえぞ」

「構わないでしょう？　今はわたしたちしか職員室にいないし。それより、他の先生たちはどこに行ったの？」

「さあな？　色々忙しいんじゃないか？」

　言いつつも、少し不思議に思う。

　この時間に俺以外の教員が誰もいないのは妙だ。

　まあ、俺としてはコイツと二人きりになれるのは少しうれしいが。

「それで、もう学校には慣れたのか？」

「むっ……」

　委員長は、少しだけ口唇くちびるを尖とがらせてから。




「昔みたいに親しげに接するのはやめてよ、お兄ちゃん」




「なんで？」

　訊たずね返すと、彼女はかすかに頰ほほを染めてから。

「わたしたちは家が隣で、昔から本当の兄妹きようだいみたいに育ったけど、ここじゃ先生と生徒でしょ？　だから、もっと大人な態度で──」

「そういや、おまえが好きなラノベの新刊を買ったんだけどさ」

「読んだ!?　読んだのね！　ラストの展開が最高だったでしょ！　わたしはもう三周もしてるわ！」

「大人になるのはおまえの方なんじゃねえか？」

　オタク話を振った瞬間ハイになった委員長に告げる。

　コイツとは歳としが六つほど離れているが、昔から家が近かったせいか、仲が良かった。

　いわゆる幼なじみってヤツ。

　……まあ。

　俺おれがオタクだったせいか、その影響で今では立派な隠れオタになってしまったわけなんだけどさ。




「失礼します」




　そこまで考えたところで、やけに明るい声が聞こえた。

　たとえるなら、アニメ声ってヤツだ。

「！」

　入ってきた女の子を見た瞬間、委員長がビクッと身体からだを震わせた。

　彼女は委員長のクラスメイト。

　だが、ちょっと特殊な経歴を持ってる。

　声優。

　歳はまだ十六歳だが、芸能関係の事務所に入ってアニメなんかにも出演してる売れっ子さんらしい。

　そして、彼女のファンである我が幼なじみは緊張しきりなのである。

「ここにいたの、委員長」

「えっ、わたしに用？」

「うん。これ。前欲しいって言ってた、ＣＤ」

「えっ……」

「初回盤で、サインも書いた」

「きゃあああああっ!?　ありがとう！　まさか本人からもらえるなんて……！」

「別に。大したことじゃない」

　ミドルヘアを揺らしながら、クールな態度でいう声優さん。

　相変わらず声はやたらと可愛かわいいのに、態度は冷静沈着。

　まあ、ファンである委員長によると、そこらへんのギャップがウケてるとか。

「先生も、いる？」

「えっ、いいのか？」

「うん。なんだか、あなたにはあげた方がいい気がした」

「は？」

　なんだそりゃ。

　まさかワイロだろうか？　これを渡す代わりに出席日数とか通知表をどうにかしろって感じの。

「ま、俺おれは構わないけどさ」

「今絶対クズなこと考えたでしょお兄ちゃん！」

「……お兄ちゃん？」

「あっ、ち、違うの、実は先生は……わたしの幼なじみで、昔から兄妹きようだいみたいに育ったから……っ」

「仲良くしてやってくれ。コイツ、おまえの超絶ファンで、家ではおまえのＣＤばっかり聞いて──」

「この通り色々知られちゃっててすごく大変なの！」

　ていうかお兄ちゃんは黙ってて！　と叫ぶ委員長。

　すると、声優ちゃんは無表情のままで。

「わかった」

「えっ……」

「友だちに、なろう？」

「い、いいの!?　あなたは声優なのに……！」

「別に、声優だから友だちになっちゃいけないなんてルールはない。それに、どうしてかわからないけど」

　少しだけ。

　彼女は考えこんでから。




「あなたたちとは、初めて会った気がしない」




「えっ──」

　言葉を失う委員長。

　それは俺おれも同じだった。

　オイ、マジか。

　なんでコイツ、俺たちと同じことを考えてるんだ？

「なんとなく、だけど」

「ううん！　それ、すごくわかる！　わたしも、あなたのことが初対面に思えなくて……あっ、お兄ちゃんと会ったときもそうだったの！　なんだか、ずっと前から知り合いだったみたいな気がして！」

「おまえ、よくそんなハズいセリフ言えるな」

「お兄ちゃんだって昔はわたしと同じこと言ってたでしょ!?」

「まあな」

　マグカップに残っていたすっかり冷え切ったコーヒーを飲み干す。

　そう。

　不思議なことに、俺は初対面のときから何か違和感を覚えていた。

　まるで。

　昔から、彼女たちを知っていたような──。




「──まったく。貴様らは相変わらず騒がしいな」




　そこで職員室にやっと俺以外の教員がやってきた。

　この学園の理事長。

　見た目的にはかなり若い……というか、小学生にすら見えるくらいで、かなり年齢不詳なんだが。

「理事長。今、相変わらずって言いませんでした？」

　委員長が訊たずねる。

　そうだ。俺がコイツらと一緒にいるところをこの人に見られたことはなかった……はずである。

　たぶん。

　そんな風にあいまいに考えるのは、俺がこの二人に会ったときに覚えた違和感を、理事長にも感じたからで──。

「そうさ。貴様らは相変わらず変わらない」

「どういう意味？」

「もうすぐわかるさ。それより──今日は客が来ていてな」

「客……ですか？」

「ああ。明日からこの学園に通うことになった転入生だ。クラスは貴様らと同じだ」

「じゃあ、クラスメイト？」

「ああ。──では、入れ」

　理事長がうながすと、職員室のドアが開いた。

　視線を向けた瞬間──驚いた。

　うわっ、金髪だ。

　まさか外国人？

　つーか、そもそも転校生が来るなんて話は聞いてない。しかも、やけに整った顔をしていて──。

「こんにちは」

　はじめまして、ではなく。

　まるで慣れ親しんだ相手と挨あい拶さつを交わすように、金髪の少女は口を開いた。




「ハイネの名前は、ハイネ・タウゼントっていいます」




「!?」

　その言葉は、まるで魔法みたいだった。

　頭を金属バットでフルスイングされたみたいな衝撃とともに、意識に何かが入ってくる。

　……なんだこれ？

　まるで頭の中で嵐あらしが起きてるみたいだ。

　どうやらそれは俺おれの生徒二人も同じのようで、頭を押さえて顔を歪ゆがめていた。

　──やがて。

　様々な言葉が頭の中に浮かんでくる。

　冥めい界かい。

　クエスタニア。

　学園。

　転生者候補。

　魔ま導どう書しよ。

　ドラゴン。

　そして──女神。

　それらは一つになって、たしかな記憶として、俺の──いや、俺たちの頭の中で組み上がって行って──。

「あっ──」

　急激に、異常が回復した。

　いや、回復したなんてもんじゃない。

　これは……。




「ハイネのことを思い出してくれましたか、ルミナさま？」




　さっきまでの俺おれなら聞き慣れない名で、少女──ハイネが俺を呼んだ。

　けど、それがしっくりきた。

　だって、今の俺は知っている。

　自分がルミナ・ナインフィールドとして冥めい界かいで管理官をしていたこと。

　その前にはこの現世で九重ここのえ湊みなととして暮らしていたことを。

　そして──。




「ああ、もちろんだ」




　この状況を仕組んだのが、俺だということを。





　　◆◇◆◇◆






　そう。

　管理局のルールに従って、俺は記憶を消去されて、現世へと送られるしかなかった。

　だからこそ、俺はあの竜を倒した後で、ハイネに言ったのだ。




『おまえが、管理局のルールを変えるんだ』




　ハイネは管理官見習い。

　管理官とは、つまり神様だ。

　そのランクは実績や、生まれ持った魔力量で決まる。

　だから、俺は自分の魔力をすべてハイネに譲渡した。

　千雨ちさめやジルベットの分も含めて、全部だ。

　それで、俺がすべてを思い出して、ハイネがここに来たってことは──。

「成功したんだな」

「はい。ハイネ、今では管理局でかなり偉い人なんですよ？　ポジション的にはニーナさんの上です。だから、ルール外のこともちょっとだけできるようになりました。ルミナさまがあのとき提案してくれたように──」




　──消去したルミナさまの記憶を復活させることも。




　言ってから、ハイネは俺おれの身体からだに抱きついてきた。

「がんばったな、ハイネ」

「そうですね。このポジションにつくまで、ずいぶん長い時間がかかっちゃいました。でも、ハイネはあきらめませんでした。ハイネには……ルミナさまたちがくれた力がありましたから」

「そっか。──ホントに、ありがとうな」

「ルミナさま……」

「オイ、礼を言うならば私にも言うべきじゃないか？」

　はあっとため息を吐ついてから、理事長──いや、ニーナが言った。

「記憶が消去された貴様の魂を日本に転生されるように仕組んだのは、私だぞ。貴様が現世に行った数年後に、クエスタニアに転生することを拒否した千雨ちさめやジルベットを現世に転生させたのもな。サービスで、生活圏が被かぶるように操作してやったし、外見も冥めい界かいにいたころとほぼ変わらないようにしておいた」

「そうだったのか。俺が考えた案じゃ、記憶を取り戻した後にみんなを探す予定だったんだが──」

「手間が省けてよかっただろう？　さて、記憶を取り戻した祝いをしようじゃないか。ちょうど今日から始まったイベントガチャがある。景気づけに回しておけ」

「あんた、マジで変わらないな」

　ニーナやハイネの外見も変わっていない。

　たぶん、コイツらは転生したわけじゃなくて、冥界や現世に降りるための身体──義体に入って、現世に降りてきたんだろうが。




「……お兄ちゃんっ！」




　俺とニーナの会話に割り込むように、委員長──千雨が叫んだ。

　そして、ハイネを押しのけるように、俺に抱きついてくる。

「なっ、ずるいです千雨さん！　ルミナさまをそんな風にぎゅっとするなんて！」

「し、仕方ないでしょう！　だって……まさか、本当に上う手まく行くなんて思っていなくて……」

「転生してからもルミナさまと幼なじみとして暮らしてたくせに」

「それは理事長が機転を利かせてくれたからよ！　でも、さっきまでのわたしは千ち桜ざくら千雨としての記憶を持ってなかった！　でも、今は……！」

「ああ、そうだな」

　待たせたな、千雨ちさめ、と。

　俺おれは彼女の頭を撫なでてやる。

　今までと同じように。

　そして、前世と同じように。




「……納得いかない」




　だが。

　ジルベットが不満そうな声を上げた。

「なんで、ジルは声優をやってるの？」

「それはおまえが選んだんだろ？」

「そうだけど……納得できない！　ジルは、月つき宮みや奈な々なの記憶を持ってないし、声優なんて恥ずかしいって思ってて……」

「心のどこかでやりたいって思ってたんじゃないか？　じゃなかったらなってないはずだろうし」

「そんな……」

「大丈夫よ。ジルベットさんの声はとっても可愛かわいいもん。その証拠に、さっきもらったＣＤをここでかけて──」

「やめてっ。それ、返してっ。すごく、恥ずかしいっ」

　顔を真っ赤にして千雨からＣＤを取り上げようとするジルベット。

　そんな元アシスタントを見て、ニーナは「さて」とつぶやいた。

「私はもう行くぞ」

「えっ、まさか冥めい界かいに帰るのか？」

「ああ。私が数年前からこの学園の理事長として現世に侵入していたのは、この義体のテストのためだ。貴様が冥界にいたころ、義体に入った管理官が現世や冥界に留とどまれるのは二十四時間が限界だった。だが、今はかなり技術が進歩した」

「時間が、年単位に伸びたってことか」

「相変わらず貴様は察しがいいな。それどころか、やろうと思えばこの義体に入れば、普通の人間のようにこの現世で人生を送ることも可能だろう」

「じゃあ……」

「はい。ルミナさまの考えている通りです♡」

　今ここにある幸せを嚙かみしめるように、ハイネはつぶやいた。

　千雨とジルベットも、つられたように微笑ほほえむ。

　──ああ、そうさ。

　俺おれたちには永遠なんてない。

　けど、過ごすべき今がある。

　大事なヤツらとすごす、かけがえのない日常。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、俺たちはそれを取り戻して──。




「──あれ？　でも、待って？」




　だが、そこで千雨ちさめが急に顎に手を当てて考え出した。

「ハイネは、わたしが過去のクエスタニアに送られたことで生まれたのよね。つまり……」

「未来のあなたです！　やっほー、過去のわたし！」

「信じたくないけどね！　でも、わたしは過去のクエスタニアに転生してないわよ？　なのに、どうしてあなたがいるの？」

「あっ……」

　気マズそうに、ハイネは黙ってから。

「えへへ、ルミナさま～♡　再会を祝して、パーティーをしませんか？　会場は……そうですね、結婚式場がいいです！　ドリンクはもちろんハイネが大好きなココアを～！」

「誤ご魔ま化かすなー!?　ちょっと！　これってマズくない!?」

「ジルもそう思う。千雨が過去にいかないと、ハイネが消滅して──」

「大丈夫さ」

　そう、厄介なことに、俺たちにはまだまだクリアしなくちゃいけない問題がある。

　けど──何とかしてみせる。

　もう省エネ主義なんて言わない。どんなにかったるくてめんどうな仕事だろうが、熟こなしてみせる。

　ハイネは俺が考えた作戦を完かん璧ぺきに実行してくれた。

　だったら、今度は俺がハイネたちを助ける番だ。

　そのために、また対策を考えればいい。

「それに、問題はそれだけじゃないしな」

「えっ……まだ、問題があるの？　一体、どんな……」

「おまえらだよ」

「は？」

　意味がわからない。

　そんなメッセージを瞳ひとみに浮かべている幼なじみに、俺は言ってやる。

　蘇よみがえった記憶を頼りに、なるべく一字一句正確に。

「『私はお兄ちゃんと絶対に再会する。だって──わたしはお兄ちゃんのことが大好きだもん』」

「！」

「『お兄ちゃんほどステキな男の子はいなかった。性格が絶望的にねじ曲がっていたせいかわたし以外の友だちはいなくて、オタクで、顔もパッとしなかったけど、わたしには優しかった！　そう、心はイケメンだったの！』」

「………」

「──なるほど。千雨ちさめは俺おれのことが好きだったのか」

「きゃあああああああっ!?」

　やっと俺にコクったことを思い出したのか、千雨が悲鳴を上げた。

　大丈夫か、コイツ。

　せっかく再会できたのに、ショック死されたら困るぞ。

「そ、そうだった……忘れてた！」

「まあ、記憶が奪われてたからな」

「わたし、お、お兄ちゃんに、好きって……！」

「言っちゃったな」

「どうしてそんなに平然としてるの！　前言撤回するわ！　今のお兄ちゃんは見た目がクエスタニアにいたころのまんまでカッコイイけど、心はイケメンじゃないもん！　全然わたしに優しくないもんっ！」

　バカ野郎。

　こっちだって幼なじみにコクられたことが恥ずかしすぎるから、わざとからかってんだよ。

　俺にとって、千雨は幼なじみで……。




「……………どうするの？」




　精一杯の勇気を振り絞ったみたいな口く調ちようで、千雨が言った。

「は？」

「だから、どうするの！　その、わたしが告白したのに……お兄ちゃんは、返事をくれないの？」

「………」

　マズい。

　なんだ、この展開は？

　まさか追撃をかましてくるとは思わなかった。

　しかも、恥ずかしがりながらも本音を告げる千雨ちさめは、やけに可愛かわいくて──。

「千雨だけじゃない」

　が。

　そこで口を開いたのは、俺おれじゃなくてジルベットだった。




「ジルも、ルミナに告白した」




「なっ──」

　酸素濃度が急激に低下したみたいに、千雨がぱくぱく口を開ける中、ジルベットは攻撃をやめない。

「ジルは、ルミナのことが大好き」

「ダ、ダメ！　だって、わたしの方が先にお兄ちゃんに告白して──」

「いえ、違います！　一番先にルミナさまに告白したのはハイネです！」

　自信満々に叫ぶハイネ……ん？

　ちょっと待てよ。

「ハイネ。おまえの前世は千雨だったんだろ？　だったら、結局一番先に告白してきたのは千雨ってことになるんじゃ──」

「えへへ、ルミナさま～♡」

「お兄ちゃんに抱きつくな！　ていうか、やめて！　あなたは未来のわたし！　一体どうすればそんな性格になるのよー!?」

「ふふっ、それには涙なしには語れない物語が」

「ルミナ……ちゅー、する？」

「ハイネが教えた方法で迫るのはやめてくださいジルベットさん!?」

「……本当に、貴様の周囲はにぎやかだな、教え子よ」

　呆あきれたようにニーナがため息をついた。

　まったくもってその通り。

　けど、俺は──今が楽しい。

「どうするの、お兄ちゃん？」

「答えをください、ルミナさま」

　前世と来世。

　二人の幼なじみが同時に俺に問いかけてきた。

　そう、問題は山積みだ。

　一つずつ解決していかなくちゃいけないが、きっとそれには時間がかかる。告白の返事をする前に、まずは千雨が過去に転生しなくてもすむようにする方法を考えなくちゃいけない。

　じゃないと、誰かを選んだとしても、選ばなかったとしても、すべてが消えてしまうかもしれない。

　だから──精一杯あがいてやるさ。

　でも、俺おれがしようとしていることは、別にそこまで特別なことじゃない。

　自分の大事なヤツを守るために、がんばる。

　そんなの誰だってやってること。

　そして、そのために命を燃やすことが──。




　今を生きるってことなのだ。




　そんなことを考えてから。

　俺は返事をする代わりに、再会を祝して、幼なじみが大好きなココアで乾杯することにした。
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　相変わらず自分の実力不足を嚙かみしめる日々が続いております。

　それでも、この作品に関わってくださった方々に少しでもお礼をするには、もっと面白い作品を書いていくしかない。そう思いながら、精進していこうと思います。

　それでは、また皆様とお会いできることを願いつつ……このシリーズを読んでくださり、本当にありがとうございました！
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